
唐
招
提
寺
照
遠
の
著
作
と
生
涯

西
山
明
範

は
じ
め
に

戒
律
の
復
興
が
叫
ば
れ
た
鎌
倉
時
代
の
南
都
に
お
い
て
、『
梵
網
経
』
と
南
山
大
師
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
三
大
部
（『
行
事
鈔
』『
戒
本

疏
』『
羯
磨
疏
』）、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書
で
あ
る
太
賢
（
生
没
年
未
詳
）『
古
迹
記
』
と
大
智
律
師
元
照
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
三
大

部
（『
資
持
記
』『
行
宗
記
』『
済
縁
記
』）
の
盛
ん
に
研
鑽
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
当
時
の
唐
招
提
寺
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
典
籍
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
は
、
宗
円
照
遠
（
一
三
〇
二
〜
？
）
の
『
述
迹
抄
』
五
巻
や
『
資
行
抄
』『
警
意
抄
』

『
顕
縁
抄
』（
以
下
、
照
遠
三
大
部
）
都
合
六
十
五
巻
と
い
っ
た
複
注
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
照
遠
の
著
作
は
、
中
世
唐
招
提
寺
の
教
学
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
が
、

現
状
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
直
接
に
扱
っ
た
先
行
研
究
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
各
種
叢
書
に
収
録
さ
れ
る
『
述
迹

抄
』『
資
行
抄
』
の
翻
刻
に
誤
字
の
散
見
す
る
こ
と
や
、『
警
意
抄
』『
顕
縁
抄
』
の
い
ま
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
現
存
す
る
関
連
写
本
を
扱
お
う
に
も
、
そ
れ
ら
の
所
蔵
先
等
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
の
な
い
こ
と
が
、
照
遠
研

究
の
初
動
を
遅
ら
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
今
後
の
照
遠
研
究
、
ひ
い
て
は
中
世
唐
招
提
寺
の
教
学
研
究
に
資
す
る
べ
く
、
以
下
に
『
述
迹
抄
』
や
照
遠
三
大
部
に

関
す
る
諸
情
報
を
概
説
し
、
さ
ら
に
は
、
調
査
の
過
程
で
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
照
遠
の
著
作
や
足
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

173



一
『
述
迹
抄
』
五
巻
に
つ
い
て

中
世
南
都
の
律
僧
が
、『
梵
網
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
太
賢
『
古
迹
記
』
を
重
用
し
た
こ
と
は
、
示
観
国
師
凝
然
（
一
二
四
〇
〜
一
三
二
一
、

戒
壇
院
中
興
第
二
世
・
唐
招
提
寺
第
二
十
八
世
）『
律
宗
瓊
鑑
章
』
巻
六
に
あ
る
以
下
の
文
章
か
ら
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

南
門
律
師
、
多
く
太
賢
の
古
迹
を
用
う
。
学
者
之
を
翫
い
、
各
に
鈔
記
を
作
る
。（
南
門
律
師
、
多
用
太
賢
古
迹
。
学
者
翫
之
、
各
作
鈔
記(1)。）

と
り
わ
け
、
当
時
の
唐
招
提
寺
に
お
い
て
は
、『
律
宗
瓊
鑑
章
』
巻
六
に
、

貞
慶
上
人
、
昔
招
提
寺
の
和
上
影
堂
に
於
い
て
、
最
初
に
太
賢
の
梵
網
経
古
迹
を
講
ず
。
爾
る
自
り
已
後
、
彼
の
寺
の
貫
首
、
毎
年
講

談
し
て
今
に
絶
え
ず
。（
貞
慶
上
人
、
昔
於
招
提
寺
和
上
影
堂
、
最
初
講
太
賢
梵
網
経
古
迹
。
自
爾
已
後
、
彼
寺
貫
首
、
毎
年
講
談
于
今
不
絶(2)。）

と
あ
る
よ
う
に
、
同
寺
御
影
堂
に
お
け
る
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
、
唐
招
提
寺
第
十
九
世
）
の
『
古
迹
記
』
講
談
以
降
、
貫
首
に

よ
る
『
古
迹
記
』
講
談
が
毎
年
の
恒
例
と
な
る
ほ
ど
、『
古
迹
記
』
の
研
鑽
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

当
時
の
唐
招
提
寺
に
お
け
る
『
古
迹
記
』
の
解
釈
を
伝
え
た
資
料
に
、
照
遠
が
『
古
迹
記
』
巻
下
を
複
注
し
た
『
述
迹
抄
』
五
巻
が
あ
る
。

こ
の
『
述
迹
抄
』
が
唐
招
提
寺
義
を
伝
え
る
根
拠
は
、
照
遠
が
巻
五
の
奥
書
に
お
い
て
、

嘉
暦
元
年
十
一
月
八
日
、
勢
州
の
大
福
寺
に
於
い
て
覚
也
大
徳
の
講
席
に
列
し
、
先
師
の
談
旨
に
任
せ
て
此
の
要
詞
を
記
す
。
然
而
れ

ど
も
十
門
以
後
の
懸
談
未
だ
終
ら
ず
し
て
彼
の
大
徳
忽
ち
没
す
。
故
に
撫
心
の
痛
み
比
類
無
き
も
の
か
。
同
嘉
暦
三
年
六
月
三
日
、
南

都
の
唐
招
提
寺
に
於
い
て
覚
慧
大
徳
の
講
会
に
望
み
、
又
続
け
て
此
の
抄
を
記
す
。
両
師
の
講(3)に
属
し
て
一
部
の
功
を
終
わ
る
の
み
。

又
正
慶
元
年
十
月
四
日
よ
り
同
二
年
三
月
二
十
二
日
に
至
り
、
重
ね
て
潤
色
を
加
え
此
の
述
迹
抄
五
巻
を
記
す
。（
嘉
暦
元
年
十
一
月
八

日
、
於
勢
州
大
福
寺
列
覚
也
大
徳
之
講
席
、
任
先
師
談
旨
記
此
要
詞
。
然
而
十
門
以
後
懸
談
未
終
彼
大
徳
忽
没
。
故
撫
心
痛
無
比
類
歟
。
同
嘉
暦
三

年
六
月
三
日
、
於
南
都
唐
招
提
寺
望
覚
慧
大
徳
講
会
、
又
記
続
此
抄
。
属
両
師
講
終
一
部
之
功
者
而
已
。
又
自
正
慶
元
年
十
月
四
日
至
同
二
年
三
月

二
十
二
日
、
重
加
潤
色
記
此
述
迹
抄
五
巻(4)。）
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と
、
唐
招
提
寺
で
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
六
月
三
日
に
開
か
れ
た
禅
戒
覚
慧
（
一
二
五
八
〜
？
、
唐
招
提
寺
第
二
十
九
世
）
の
講
会
内
容
等
を

も
と
に
『
述
迹
抄
』
を
執
筆
し
た
と
述
べ
る
点
に
あ
る
。
同
奥
書
に
は
、
伊
勢
大
福
寺
で
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
一
月
八
日
に
開
か
れ

た
覚
也
（
？
〜
一
三
二
六
頃
）
の
講
会
内
容
を
素
地
と
す
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
也
は
『
古
迹
記
』
巻
下
冒
頭
に
説
か
れ
る
十
門
以

降
、
十
重
四
十
八
軽
戒
に
関
す
る
解
釈
を
講
義
し
終
え
る
前
に
急
死
し
た
と
あ
る
の
で
、『
述
迹
抄
』
の
実
質
的
な
骨
子
は
覚
慧
の
講
会
内

容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
嘉
暦
三
年
に
開
か
れ
た
覚
慧
の
講
会
は
、
お
そ
ら
く
、
凝
然
が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
「
貫
首
に
よ
る
『
古
迹
記
』
講
談
」
に
該
当
す

る
こ
と
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
、『
述
迹
抄
』
に
は
覚
慧
の
解
釈
だ
け
で
な
く
、
貞
慶
よ
り
継
承
さ
れ
る
唐
招
提
寺
の
伝
統
的
な
『
古
迹
記
』

解
釈
の
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
先
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
照
遠
は
覚
也
と
覚
慧
の
講
会
内
容
を
も
と
に
『
述
迹
抄
』
の
草
案
を
執
筆
し
た
後
、
正
慶
元
年
（
一
三
三

二
）
十
月
四
日
よ
り
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
三
月
二
十
二
日
に
か
け
て
こ
れ
を
加
筆
し
、『
述
迹
抄
』
五
巻
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
今
日
流

布
す
る
写
本
は
、
何
れ
も
こ
の
加
筆
本
に
相
当
し
て
お
り
、
そ
の
翻
刻
文
は
『
日
本
大
蔵
経
』
巻
四
十
一
（『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三

十
八
・
巻
三
十
九
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
収
録
に
際
し
て
の
草
稿
本
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
、
良
天
房
英
谷
（
陽
雲
、
一
六
八
三
〜
一
七
四
四
、
唐
招
提
寺
第
七
十
世
）
に
よ
る
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
の
書
写
奥
書(5)を
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
底
本
に
は
唐
招
提
寺
の
所
蔵
す
る
写
本(6)を
用
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
・
東
大
寺
・
唐
招
提
寺
・
東
福
寺
霊
雲
院
に
異
本
の
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
先
行
研
究
の
報
告
を
頼
り
に
、
筆
者
の
実
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
に
そ
の
残
存
状
況
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
各

写
本
は
所
蔵
先
の
五
十
音
順
で
列
挙
し
、「

」
内
に
外
題
（
あ
る
い
は
首
題
）
記
載
の
巻
数
（
外
題
と
首
題
が
と
も
に
不
明
の
場
合
は
当
該
冊

数
）、（

）
内
に
共
通
の
対
応
巻
数
を
記
し
、
本
奥
書
の
あ
る
場
合
は
執
筆
年
・
執
筆
場
所
・
執
筆
者
名
を
抜
粋
し
た
。
ま
た
、
破
損
等
に

よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は

で
囲
み
、
そ
の
法
量
や
書
写
奥
書
等
の
情
報
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
。

唐招提寺照遠の著作と生涯

175



㈠
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
・
十
冊
…
…
唐
招
提
寺
乙
本
を
底
本
と
し
た
、『
日
本
大
蔵
経
』
収
録
に
際
し
て
の
草
稿
本
。「
一
上
」（
一

上
）、「
一
下
」（
一
下
）、「
二
上
」（
二
上
）、「
二
下
」（
二
下
）、「
三
上
」（
三
上
）、「
三
下
」（
三
下
）、「
四

上
」（
四
上
）、「
四
下
」（
四
下
）、「
五
上
」（
五
上
）、「
五
下
」（
五
下
）
の
十
冊
が
現
存
。

▼
「
四
下
」（
四
下
）

正
慶
二
年
二
月
二
十
九
日

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

小
比
丘
宗
円

▼
「
五
下
」（
五
下
）

正
慶
二
年
三
月
二
十
二
日

招
提
寺

沙
門
照
遠

㈡
高
野
山
金
剛
三
昧
院
本
・
一
冊
…
…
筆
者
未
見
。『
国
書
総
目
録(7)』
に
「
巻
一
下
」
の
報
告
あ
り
。

㈢
唐
招
提
寺
甲
本
・
四
冊
…
…
｢第
一
」（
一
上
）、「
第
一
末
」（
一
下
）、「
第
二
本
」（
二
上
）、「
第
二
末
」（
二
下
）
の
四
冊
が
現
存
。
包

紙
に
「
照
遠
大
徳
直
筆(8)」
の
墨
書
あ
り
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(9)に
あ
る
「
自
筆
本(10)」
十
冊
中
の
四
冊
か
。

㈣
唐
招
提
寺
乙
本
・
十
冊
…
…
筆
者
未
見
。『
日
本
大
蔵
経
』
収
録
本
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
の
底
本
。

㈤
唐
招
提
寺
丙
本
・
十
冊
…
…
｢一
上
」（
一
上
）、「
一
下
」（
一
下
）、「
二
上
」（
二
上
）、「
二
下
」（
二
下
）、「
三
上
」（
三
上
）、「
三
下
」

（
三
下
）、「
四
上
」（
四
上
）、「
四
下
」（
四
下
）、「
五
上
」（
五
上
）、「
五
下
」（
五
下
）
の
十
冊
が
現
存
。

▼
「
四
下
」（
四
下
）

正
慶
二
年
二
月
二
十
九
日

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

小
比
丘
宗
円

▼
「
五
下
」（
五
下
）

正
慶
二
年
三
月
二
十
二
日

招
提
寺

沙
門
照
遠

㈥
唐
招
提
寺
丁
本
・
十
冊
…
…
｢第
一
上
」（
一
上
）、「
第
一
下
」（
一
下
）、「
第
二
上
」（
二
上
）、「
第
二
下
」（
二
下
）、「
第
三
上
」（
三

上
）、「
第
三
下
」（
三
下
）、「
第
四
上
」（
四
上
）、「
第
四
下
」（
四
下
）、「
第
五
上
」（
五
上
）、「
第
五
下
」（
五

下
）
の
十
冊
が
現
存
。

▼
「
第
二
下
」（
二
下
）

正
慶
元
年
十
二
月
十
八
日

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
寮

▼
「
第
四
下
」（
四
下
）

正
慶
二
年
二
月
二
十
九
日

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

小
比
丘
宗
円

㈦
東
大
寺
甲
本
・
九
冊
…
…
｢一
」（
一
上
）、「
二
」（
一
下
）、「
三
」（
二
上
）、「
四
」（
二
下
）、「
五
」（
五﹅

下﹅

）、「
六
」（
三
下
）、「
七
」

（
四
上
）、「
八
」（
四
下
）、「
九
」（
五
上
）
の
九
冊
が
現
存
。
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▼
「
五
」（
五
下
）

正
慶
二
年
三
月
二
十
二
日

招
提
寺

沙
門
照
遠

㈧
東
大
寺
乙
本
・
二
冊
…
…
｢一
」（
一
上
）、「
二
」（
一
下
）、「
三
」（
二
上
）、「
四
」（
二
下
）
の
四
冊
が
現
存
。

㈨
東
福
寺
霊
雲
院
本
・
一
冊
…
…
筆
者
未
見
。「
第
二
冊
」
の
本
奥
書
に
つ
い
て
、
岡
見
正
雄
氏
の
報
告(11)あ
り
。

▼
「
第
二
冊
」（
三
下
）

正
慶
二
年
二
月
十
三
日

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

通
州
（
マ
マ
）二

受
比
丘
照
遠

以
下
に
知
見
を
述
べ
る
。
先
の
一
覧
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
述
迹
抄
』
五
巻
の
写
本
は
、
何
れ
も
こ
れ
を
上
下
に
開
い

た
十
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
唐
招
提
寺
丙
本
「
五
上
」
や
東
大
寺
甲
本
「
九
」
に
残
さ
れ
た
、
元
東
（
生
没
年
未
詳
）

に
よ
る
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
の
書
写
奥
書
に
は
、

時
に
応
安
二
二
年
〈
辛
亥
〉
七
月
晦
日
、
大
巻
と
為
る
に
依
り
て
暫
く
両
巻
を
も
て
之
を
開
く
。
小
比
丘
元
東
。（
于
時
応
安
二
二
年

〈
辛
亥
〉
七
月
晦
日
、
依
為
大
巻
暫
両
巻
開
之
。
小
比
丘
元
東
。）

と
、
利
便
の
た
め
に
巻
五
を
上
下
に
開
く
旨
が
記
さ
れ
る
の
で
、
全
体
が
十
冊
に
開
か
れ
た
の
も
こ
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
本
奥
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
、『
日
本
大
蔵
経
』
収
録
本
に
巻
四
と
巻
五
の
本
奥
書
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
、

唐
招
提
寺
丁
本
「
第
二
下
」
に
次
の
よ
う
な
奥
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

時
に
正
慶
元
年
十
二
月
十
八
日
亥
、
招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
寮
に
於
い
て
、
所
及
の
異
見
に
随
い
て
大
概
す
る
を
も
て
之
を
起
こ
し
畢
わ

る
。（
于
時
正
慶
元
年
十
二
月
十
八
日
亥
時
、
於
招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
寮
、
随
所
及
異
見
大
概
起
之
畢
。）

こ
の
奥
書
に
照
遠
の
名
は
見
え
な
い
が
、『
述
迹
抄
』
巻
二
の
冒
頭
に
は
、

述
迹
抄
第
二
上
〈
正
慶
元
年
十
月
廿
七
日
に
之
を
始
め
、
同
元
年
十
二
月
十
八
日
に
之
を
終
わ
る
。〉（
述
迹
抄
第
二
上
〈
正
慶
元
年
十
月

廿
七
日
始
之
、
同
元
年
十
二
月
十
八
日
終
之(12)。〉）

と
、
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
十
月
二
十
七
日
よ
り
十
二
月
十
八
日
に
か
け
て
巻
二
を
執
筆
し
た
と
あ
る
の
で
、
先
の
唐
招
提
寺
丁
本
「
第

二
下
」
に
あ
る
奥
書
は
、『
述
迹
抄
』
巻
二
の
本
奥
書
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
岡
見
正
雄
氏
は
東
福
寺
霊
雲
院
本
「
第
二
冊
」
に
、
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時
に
正
慶
二
年
二
月
十
三
日
子
剋
、
招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
に
於
い
て
馳
筆
す
。（
中
略
）
通(別
ヵ
)

州
二
受
比
丘
照
遠
〈
通
十
一
別(八
ヵ
)

ハ
俗
才
三

十
二(13)〉

と
、
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
二
月
十
三
日
の
本
奥
書
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。『
述
迹
抄
』
巻
三
冒
頭
に
は
、

述
迹
抄
第
三
上
〈
正
慶
元
年
十
二
月
廿
三
日
に
之
を
始
め
、
同
二
年
二
月
十
三
日
に
之
を
終
え
る
。〉（
述
迹
抄
第
三
上
〈
正
慶
元
年
十
二

月
廿
三
日
始
之
、
同
二
年
二
月
十
三
日
終
之(14)。〉）

と
、
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
十
二
月
二
十
三
日
よ
り
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
二
月
十
三
日
に
か
け
て
巻
三
を
執
筆
し
た
と
あ
る
の
で
、
こ

の
東
福
寺
霊
雲
院
本
「
第
二
冊
」
の
本
奥
書
は
、『
述
迹
抄
』
巻
三
の
本
奥
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
巻
三
や
巻
四
、
巻
五
の
本
奥
書
に
は
、
吉
野
の
戦
乱
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
砂
川
博
氏
は
、
寂
禅
慶

円
（
一
二
五
四
〜
一
三
四
一
、
唐
招
提
寺
第
三
十
世
）
が
元
弘
の
乱
に
連
座
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
の
唐
招
提
寺
は
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
運

動
に
加
担
し
て
お
り
、
戦
乱
の
情
勢
に
つ
い
て
逐
一
報
告
を
受
け
て
い
た
の
で
、
唐
招
提
寺
に
住
し
た
照
遠
も
ま
た
こ
の
手
の
情
報
に
詳
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
及
し
て
い
る(15)。

各
写
本
の
特
徴
と
し
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
「
第
一
上
」
や
唐
招
提
寺
丁
本
「
第
一
上
」、
東
大
寺
甲
本
「
一
」
の
冒
頭
に
は
、

『
述
迹
抄
』
所
引
の
典
籍
一
覧
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
一
覧
は
、『
日
本
大
蔵
経
』
収
録
本
「
巻
一
上
」
の
冒
頭(16)に
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
大
谷
由
香
氏
の
研
究(17)に
よ
れ
ば
、『
述
迹
抄
』
に
は
一
覧
未
載
の
凝
然
『
梵
網
上
巻
古
迹
修
法
章
』（
散
逸
文
献
）
の
文
章
も
引
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う(18)。
そ
の
一
覧
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
台
系
四
部

智
顗
『
菩
薩
戒
義
疏
』
／
明
曠
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』
／
智
周
『
梵
網
経
疏
』
／
与
咸
『
菩
薩
戒
疏
註
』

華
厳
系
四
部

法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
／
法
銑
『
梵
網
経
疏
』
／
伝
奥
『
梵
網
経
記
』
／
元
暁
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』

法
相
系
四
部

義
寂
『
菩
薩
戒
義
疏
』
／
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
』
／
勝
荘
『
梵
網
経
述
記
』
／
利
渉
『
梵
網
経
疏
』

そ
の
他
五
部

法
進
『
梵
網
経
註
釈
』
／
道
璿
『
集
註
梵
網
経
』
／
処
行
『
註
梵
網
経
』
／
撰
者
不
明
『
助
釈
』
／
撰
者
不
明
『
私
記
』

照
遠
が
『
述
迹
抄
』
の
中
で
諸
宗
の
注
釈
書
を
引
用
す
る
背
景
に
つ
い
て
、
徳
田
明
本
師
（
一
九
一
二
〜
一
九
七
六
）
は
『
律
宗
概
論
』
の
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中
で
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

今
家
は
天
平
以
来
、『
天
台
義
疏
』
を
中
心
と
し
て
『
梵
網
経
』
を
講
じ
た
こ
と
は
、
鍳
真
和
上
請
来
本
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
法
進

ま
た
天
台
義
に
よ
っ
て
『
注
梵
網
』
六
巻
を
著
し
、
こ
の
時
「
当
時
二
巻
流
布
」
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。
然
る
に(貞
慶
ヵ
)

実
範
招
提
寺
影
堂

に
法
相
義
に
よ
っ
て
『
古
迹
記
』
を
講
じ
て
以
来
、
南
都
に
は
『
古
迹
』
を
中
心
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
然
し(不
空
院
ヵ
)

不
院
空
円
晴
が
嘉
禎

元
年
東
大
寺
に
『
刪
補
鈔
』
を
講
じ
、
凝
然
国
師
が
『
法
蔵
疏
日
珠
鈔
』
を
著
す
な
ど
全
く
他
疏
の
講
を
絶
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

『
古
迹
』
に
対
す
る
今
家
教
学
の
立
場
を
宣
明
し
た
も
の
で
あ
る(19)。

す
な
わ
ち
、
明
本
師
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
南
都
で
は
、『
梵
網
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
『
古
迹
記
』
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
唐

招
提
寺
に
は
創
建
以
来
、『
菩
薩
戒
義
疏
』
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
章
疏
を
研
鑽
す
る
伝
統
が
あ
っ
た
の
で
、
照
遠
は
こ
れ
ら
を
引
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
唐
招
提
寺
の
教
学
的
立
場
を
主
張
し
た
の
だ
と
い
う
。

そ
の
他
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
存
写
本
に
は
様
々
な
書
写
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
記
し
た

人
物
の
多
く
は
、
良
慧
（
一
四
〇
二
〜
一
四
八
六
、
唐
招
提
寺
第
五
十
三
世
）
や
専
戒
（
一
四
一
七
〜
？
）、
慶
海
（
生
没
年
未
詳
）
や
英
谷
と
い
っ

た
、
唐
招
提
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
西
大
寺
の
僧
侶
で
あ
る
高
洞
（
一
五
二
二
〜
？
）
の
書
写
奥
書
も
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
唐
招

提
寺
丙
本
の
「
五
下
」
や
同
寺
丁
本
の
「
第
四
下
」
に
記
さ
れ
た
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
の
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、

時
に
天
文
廿
三
年
〈
甲
寅
〉
八
月
十
六
日
従
り
九
月
二
十
七
日
子
刻
に
到
り
て
、
南
都
西
大
寺
の
宝
塔
院
護
摩
堂
に
於
い
て
、
西
京
薬

師
寺
の
十
輪
院
先
師
長
基
已
講
の
御
本
書
を
以
て
之
を
写
し
畢
ん
ぬ
。（
于
時
天
文
廿
三
年
〈
甲
寅
〉
従
八
月
十
六
日
到
九
月
二
十
七
日
子
刻
、

於
南
都
西
大
寺
宝
塔
院
護
摩
堂
、
以
西
京
薬
師
寺
十
輪
院
先
師
長
基
已
講
御
本
書
之
畢
。）

と
、
南
都
薬
師
寺
の
僧
侶
で
あ
る
長
基
（
生
没
年
未
詳
）
も
ま
た
、『
述
迹
抄
』
の
写
本
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
。
い
わ
ず
も
が
な
、
こ
れ

ら
の
書
写
奥
書
は
、
照
遠
の
『
述
迹
抄
』
が
後
世
の
唐
招
提
寺
だ
け
で
な
く
、
南
都
諸
寺
に
お
い
て
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。
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二
『
資
行
抄
』『
警
意
抄
』『
顕
縁
抄
』
都
合
六
十
五
巻
に
つ
い
て

知
足
房
戒
如
（
生
没
年
未
詳
、
唐
招
提
寺
第
二
十
世
）
を
介
し
た
貞
慶
と
月
輪
大
師
俊
芿
（
一
一
六
六
〜
一
二
二
六
、
泉
涌
寺
第
一
世
）
の
問
答

を
契
機
と
し
て
、
南
都
に
『
資
持
記
』
の
伝
来
し
た
こ
と
は
、
十
四
世
紀
頃
に
著
さ
れ
た
元
休
（
生
没
年
未
詳
）『
徹
底
章
』
の
次
の
文
章
よ

り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

仍
て
知
足
房
を
以
て
使
者
と
為
し
、
泉
涌
寺
開
山
に
之
を
尋
ぬ
。（
中
略
）
即
ち
資
持
記
一
部
を
以
て
笠
居
に
送
る
。
上
人
之
を
得
る

に
群
義
忽
ち
散
ず
。
是
即
ち
南
都
資
持
記
流
行
の
最
初
な
り
。（
仍
以
知
足
房
為
使
者
、
泉
涌
寺
開
山
尋
之
。〔
中
略
〕
即
以
資
持
記
一
部
送
笠

居
。
上
人
得
之
群
義
忽
散
。
是
即
南
都
資
持
記
流
行
之
最
初
也(20)。）

ま
た
、
道
宣
三
大
部
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
古
く
に
過
海
大
師
鑑
真
（
五
九
六
〜
六
六
七
、
唐
招
提
寺
第
一
世
）
等
が
南
都
に
こ
れ
ら
を
将

来
し
て
い
る
の
だ
が(21)、
信
瑞
（
？
〜
一
二
七
九
）『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
よ
れ
ば
、

又
、
法
相
の
宗
匠
貞
慶
、
常
に
律
憧
の
已
に
顚
ず
る
を
傷
み
、
力
め
て
中
興
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
或
い
は
自
ら
文
を
開
き
義
を
立
て
、

或
い
は
門
弟
を
し
て
料
簡
せ
し
む
。
然
る
に
師
承
を
欠
く
に
依
り
て
実
に
未
だ
通
ぜ
ざ
る
こ
と
多
し
。
何
と
な
れ
ば
其
の
所
依
は
唯
だ

事
鈔
の
み
に
局
り
、
未
だ
戒
業
二
疏
及
び
集
義
鈔
等
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。（
又
、
法
相
宗
匠
貞
慶
、
常
傷
律
憧
已
顚
、
欲
力
為
中
興
。
或
自
開

文
立
義
、
或
使
門
弟
料
簡
。
然
依
欠
師
承
実
多
未
通
。
何
者
其
所
依
唯
局
事
鈔
、
未
見
戒
業
二
疏
及
集
義
鈔
等
也(22)。）

と
、
貞
慶
当
時
の
南
都
に
お
い
て
、『
戒
本
疏
』『
羯
磨
疏
』
の
伝
承
は
途
絶
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
疏
に
つ
い
て
は
、
興
正
菩
薩

叡
尊
（
一
二
〇
一
〜
一
二
九
〇
、
西
大
寺
中
興
第
一
世
）
が
『
感
身
学
正
記
』
巻
上
に
お
い
て
、

凡
そ
海
龍
王
寺
に
於
い
て
、
嘉
禎
三
年
〈
丁
酉
〉
よ
り
暦
仁
元
年
〈
戊
戌
〉
の
夏
末
に
至
り
て
、
苾
芻
戒
を
五
人
に
授
け
、
事
抄
一
遍

〈
二
百
七
十
四
日
〉、
古
迹
記
本
末
宗
要
、
表
無
表
章
、
四
分
戒
本
疏
〈
嵩
岳
〉、
六
物
図
、
教
誡
儀
〈
已
上
遍
数
不
覚
〉
を
開
講
し
、

自
ら
は
戒
業
二
疏
を
被
覧
す
。（
凡
於
海
龍
王
寺
。
自
嘉
禎
三
年
〈
丁
酉
〉
至
暦
仁
元
年
〈
戊
戌
〉
之
夏
末
、
授
苾
芻
戒
五
人
。
開
講
事
抄
一
遍
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〈
二
百
七
十
四
日
〉、
古
迹
記
本
末
宗
要
、
表
無
表
章
、
四
分
戒
本
疏
〈
嵩
岳
〉、
六
物
図
、
教
誡
儀
〈
已
上
遍
数
不
覚
〉。
自
被
覧
戒
業
二
疏(23)。）

と
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
よ
り
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
の
晩
夏
に
か
け
て
、
南
都
海
龍
王
寺
で
こ
れ
ら
を
披
見
し
た
と
伝
え
る
の
で
、

遅
く
と
も
嘉
禎
三
年
ま
で
に
は
、
改
め
て
南
都
に
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
は
道
宣
三
大
部
と
元
照
三
大
部
の
そ
れ
ぞ
れ

が
一
対
で
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
嘉
禎
三
年
の
時
点
で
、
南
都
に
『
行
宗
記
』『
済
縁
記
』
の
存
在
し
た
可
能
性
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
嘉
禎
三
年
は
、
凝
然
『
律
宗
瓊
鑑
章
』
巻
六
に
、

嘉
禎
三
年
丁
酉
の
春
。
定
舜
闍
梨
、
南
都
海
龍
王
寺
に
来
り
て
小
部
の
律
文
等
を
講
ず
。
諸
人
、
服
膺
せ
ん
と
来
集
し
て
聴
学
す
。
叡

尊
、
禅
恵
、
源
俊
等
、
皆
開
講
を
聴
く
。（
嘉
禎
三
年
丁
酉
之
春
。
定
舜
闍
梨
、
来
于
南
都
海
龍
王
寺
講
小
部
律
文
等
。
諸
人
服
膺
来
集
聴
学
。

叡
尊
、
禅
恵
、
源
俊
等
、
皆
聴
開
講(24)。）

と
あ
る
よ
う
に
、
俊
芿
門
下
の
来
縁
定
舜
（
？
〜
一
二
四
四
、
泉
涌
寺
第
三
世
）
が
講
師
と
し
て
海
龍
王
寺
に
招
か
れ
て
い
る
の
で
、
と
も
す

れ
ば
、
こ
の
時
に
『
戒
本
疏
』『
羯
磨
疏
』
等
の
章
疏
が
南
都
に
伝
来
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
南
都
に
十
分
な
数
の
両
三
大
部
が
揃
う
の
は
、
お
そ
ら
く
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
以
降
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、『
感
身
学
正
記
』
巻
中
に
、

（
寛
元
）

同
二
年
〈
甲
辰
〉（
中
略
）
覚
如
比
丘
、
聖
教
を
奉
請
す
る
の
願
を
果
た
さ
ん
が
為
に
、
只
一
人
将
に
宋
に
渡
ら
ん
と
す
。
故
に
有
厳

比
丘
、
覚
如
の
志
を
哀
れ
み
、
為
に
伴
に
将
に
渡
海
せ
ん
と
す
。
世
間
の
出
世
に
多
く
弟
子
有
り
。
恩
徳
を
荷
う
と
雖
も
、
随
行
を
欲

す
る
人
無
し
。
故
に
予
、
定
舜
〈
隆
信
房
〉
を
誘
い
て
随
行
せ
令
め
畢
わ
る
。（
中
略
）（
宝
治
）

同
二
年
〈
戊
申
〉、
四
十
八
歳
、
春
。
聖
教
御

迎
の
為
に
、
忍
性
比
丘
等
を
鎮
西
に
下
遣
す
。
六
月
廿
二
日
、
定
舜
〈
隆
信
房
〉
の
帰
朝
す
。
即
ち
迎
え
ん
が
為
に
同
法
の
忍
性
等
を

付
し
、
先
に
律
三
大
部
十
八
具
と
諸
経
論
等
を
運
上
す
。
八
月
四
日
、
入
寺
す
。
自
ら
三
大
部
二
具
を
持
す
。
十
月
八
日
、
当
寺
に
帰

着
す
。
記
録
別
に
在
り
。（
同
二
年
〈
甲
辰
〉〔
中
略
〕
覚
如
比
丘
、
為
果
奉
請
聖
教
之
願
、
只
一
人
将
渡
宋
。
故
有
厳
比
丘
、
哀
覚
如
志
。
為
伴

将
渡
海
。
世
間
出
世
多
有
弟
子
。
雖
荷
恩
徳
、
無
欲
随
行
人
。
故
予
、
誘
定
舜
〈
隆
信
房
〉
令
随
行
畢
。〔
中
略
〕
同
二
年
〈
戊
申
〉、
四
十
八
歳
、

春
。
為
聖
教
御
迎
、
忍
性
比
丘
等
下
遣
鎮
西
。
六
月
廿
二
日
、
定
舜
〈
隆
信
房
〉
帰
朝
。
即
付
為
迎
同
法
忍
性
等
、
先
運
上
律
三
大
部
十
八
具
諸
経
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論
等
。
八
月
四
日
、
入
寺
。
自
持
三
大
部
二
具
。
十
月
八
日
、
帰
着
当
寺
。
記
録
在
別(25)。）

と
あ
る
よ
う
に
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
は
、
叡
尊
門
下
の
成
願
房
覚
如
（
生
没
年
未
詳
）
と
隆
信
房
定
舜
（
生
没
年
未
詳
）、
そ
し
て
自

誓
四
哲
の
一
人
で
あ
る
慈
禅
有
厳
（
一
一
八
六
〜
一
二
七
五
）
が
戒
律
章
疏
を
求
め
て
入
宋
し
て
お
り
、
宝
治
二
年
に
は
、「
律
三
大
部
」
都

合
二
十
具
を
携
え
て
帰
朝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
師
が
請
来
し
た
二
十
具
に
つ
い
て
は
、
叡
尊
が
『
宝
治
二
年
将
来
律
三
大
部
配
分
状
』
の
中
で
、

宝
治
二
年
〈
歳
次
戊
申
〉、
将
来
せ
る
律
三
大
部
二
十
具
の
内
、
西
大
寺
分
と
し
て
十
具
配
分
の
事
。
一
具
七
十
三
巻
、
常
住
。（
中

略
）
羯
磨
経
疏
記
科
一
部
廿
一
巻
、
継
尊
〈
光
円
房
、
請
文
了
わ
る
〉。
含
注
戒
経
疏
記
科
一
部
廿
一
巻
、
舜
印
〈
浄
信
房
〉。
戒
疏
一

部
行
事
鈔
一
部
共
五
十
二
巻
、
賢
任
〈
聖
春
房
、
請
文
了
わ
る
〉。
行
事
鈔
記
一
部
三
十
一
巻
、
源
真
〈
尊
順
房
、
請
文
了
わ
る
〉。

（
宝
治
二
年
〈
歳
次
戊
申
〉、
将
来
律
三
大
部
二
十
具
之
内
、
西
大
寺
分
十
具
配
分
事
。
一
具
七
十
三
巻
、
常
住
。〔
中
略
〕
羯
磨
経
疏
記
科
一
部
廿
一

巻
、
継
尊
〈
光
円
房
、
請
文
了
〉。
含
注
戒
経
疏
記
科
一
部
廿
一
巻
、
舜
印
〈
浄
信
房
〉。
戒
疏
一
部
行
事
鈔
一
部
共
五
十
二
巻
、
賢
任
〈
聖
春
房
、

請
文
了
〉。
行
事
鈔
記
一
部
三
十
一
巻
、
源
真
〈
尊
順
房
、
請
文
了(26)〉。）

と
、
そ
の
一
具
が
道
宣
三
大
部
や
元
照
三
大
部
等
の
都
合
七
十
三
巻(27)よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
や
、
う
ち
十
具
が
西
大
寺
や
叡
尊
門
下
に
分
配

さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
分
配
状
等
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
一
部
が
唐
招
提
寺
に
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
二
十
具
の

残
り
十
具
は
、
有
厳
の
所
属
す
る
唐
招
提
寺
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(28)。

三
師
の
帰
朝
を
契
機
と
し
て
、
南
都
に
お
け
る
両
三
大
部
の
研
究
が
よ
り
一
層
加
速
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
実
、
そ
れ
以
降

に
は
、
慈
道
信
空
（
一
二
三
一
〜
一
三
一
六
、
西
大
寺
中
興
第
二
世
）
の
『
事
鈔
般
若
寺
抄
』
や
、
信
空
の
法
孫
で
あ
る
如
空
英
心
（
一
二
八
九

〜
？
）
の
『
行
事
鈔
資
覧
訣
』、
あ
る
い
は
凝
然
の
『
業
疏
済
縁
記
詳
義
鈔
』
や
、
凝
然
と
円
戒
房
禅
爾
（
一
二
五
三
〜
一
三
二
五
、
戒
壇
院
中

興
第
三
世
）
に
学
ん
だ
本
如
房
湛
睿
（
一
二
七
一
〜
一
三
四
六
、
称
名
寺
第
三
世
）
の
『
行
事
鈔
見
聞
集
』『
戒
疏
見
聞
集
』『
業
疏
疎
決
』、
そ

し
て
照
遠
の
『
資
行
抄
』『
警
意
抄
』『
顕
縁
抄
』
な
ど
、
幾
多
の
注
釈
書
が
著
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
照
遠
三
大
部
は
、
そ
の
大
部
分
が
写
本
と
し
て
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
理
解
を
紐
解
く
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
か
ね
て
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よ
り
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
と
し
て
は
、
徳
田
明
本
師
が
『
律
宗
概
論
』
に
お
い
て
、

こ
の
三
大
部
末
釈
は
、
当
時
の
諸
説
を
引
き
、
泉
涌
寺
系
統
の
人
々
の
説
が
一
番
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
の
三
大
部
末
釈

の
綱
格
を
な
す
も
の
は
、
約
四
百
題
の
論
題
を
各
篇
各
章
に
按
配
し
こ
れ
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
い
る
。（
中
略
）
即
ち
同
時
代
の

『
三
大
部
篇
目
具
書
論
義
注
文
』
に
あ
る
約
四
百
の
論
題
は
一
も
漏
ら
さ
ず
、
三
大
部
抄
の
中
に
論
ぜ
ら
れ
所
説
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

教
学
的
に
は
極
め
て
価
値
高
い
も
の
で
あ
る(29)。

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
論
題
を
多
数
収
録
す
る
点
や
、
唐
招
提
寺
義
を
は
じ
め
、
凝
然
や
堯
戒
定
泉
（
一
二
七
三
〜
一
三
一
二
、
西
大

寺
信
空
門
下
）、
我
円
思
允
（
一
二
一
〇
〜
一
二
八
七
、
泉
涌
寺
第
五
世
）
等
の
諸
義
を
紹
介
す
る
点
に
あ
る
。
加
え
て
、
石
井
行
雄
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
今
日
散
逸
す
る
字
書
や
外
典
を
多
く
引
用
す
る
点
に
も
特
徴
が
あ
る(30)。

照
遠
三
大
部
の
う
ち
、『
資
行
抄
』
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
六
十
二
に
翻
刻
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
収
録
本
に
は
、

北
川
智
毎
淼師
（
一
八
六
四
〜
一
九
四
六
、
唐
招
提
寺
第
八
十
世
）
に
よ
る
書
写
奥
書
の
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
底
本
に
は
唐
招
提
寺
の
所
蔵

す
る
写
本
を
用
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
畿
内
各
所
に
関
連
写
本
の
多
数
現
存
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
の
報
告
を
頼
り
に
、
筆
者
の
実
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
に
そ
の
残
存
状
況
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

な
お
、
照
遠
三
大
部
は
『
顕
縁
抄
』『
警
意
抄
』『
資
行
抄
』
の
成
立
順
、
各
写
本
は
所
蔵
先
の
五
十
音
順
で
列
挙
し
、「

」
内
に
外
題

（
あ
る
い
は
首
題
）
記
載
の
巻
数
（
外
題
と
首
題
が
と
も
に
不
明
の
場
合
は
当
該
冊
数
）、（

）
内
に
共
通
の
対
応
巻
数
を
記
し
、
本
奥
書
の
あ
る

場
合
は
執
筆
年
・
執
筆
場
所
・
執
筆
者
名
を
抜
粋
し
た
。
ま
た
、
破
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は

で
囲
み
、
そ
の
法
量
や
書

写
奥
書
等
の
情
報
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
。

A
『
顕
縁
抄
』
二
十
巻

㈠
延
命
寺
本
・
二
十
冊
…
…
筆
者
未
見
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(31)に
「
二
十
巻
」
と
あ
る
。

㈡
新
大
仏
寺
本
・
十
九
冊
…
…
筆
者
未
見
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(32)に
「
十
九
冊
」
と
あ
る
。
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㈢
伝
香
寺
本
・
七
冊
…
…
｢一
上
之
一
」（
一
上
第
一
）、「
三
上
之
一
」（
三
上
第
一
）、「
三
上
之
二
」（
三
上
第
二
）、「
三
下
之
一
」（
三
下

第
一
・
第
二
）、「
三
下
之
二
」（
三
下
第
三
）、「
四
下
之
一
」（
四
下
第
一
）、「
四
下
之
分
末
」（
四
下
末
）
の
七

冊
が
現
存
。
廣
上
塔
貫
師
の
報
告(33)に
あ
る
平
等
心
王
院
旧
蔵
七
冊
と
同
一
。

▼
「
一
上
之
一
」（
一
上
第
一
）

暦
応
二
年
十
月

四
（
マ
マ
）

日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

㈣
東
大
寺
本
・
四
十
冊
…
…
｢一
上
第
一
」（
一
上
第
一
）、「
一
上
第
二
」（
一
上
第
二
：
本
）、「
一
上
第
三
」（
一
上
第
二
：
末
）、「
一
上
第

四
」（
一
上
第
三
）、「
一
上
第
五
」（
一
上
第
四
）、「
一
下
第
一
」（
一
下
第
一
：
本
）、「
一
下
第
二
」（
一
下
第

一
：
末
）、「
一
下
第
三
」（
一
下
第
二
：
本
）、「
一
下
第
四
」（
一
下
第
二
：
末
）、「
二
上
第
一
」（
二
上
本
：
第

一
）、「
二
上
第
二
」（
二
上
本
：
第
二
）、「
二
上
第
三
」（
二
上
末
：
第
一
）、「
二
上
第
四
」（
二
上
末
：
第
二
）、

「
二
下
第
一
」（
二
下
第
一
：
本
）、「
二
下
第
二
」（
二
下
第
一
：
末
）、「
二
下
第
三
」（
二
下
第
二
：
本
）、「
二
下

第
四
」（
二
下
第
二
：
末
）、「
三
上
第
一
」（
三
上
本
：
第
一
）、「
三
上
第
二
」（
三
上
本
：
第
二
）、「
三
上
第
四
」

（
三
上
末
：
第
二
）、「
三
下
第
一
」（
三
下
第
一
：
上
）、「
三
下
第
二
」（
三
下
第
一
：
中
）、「
三
下
第
三
」（
三
下

第
一
：
下
）、「
三
下
第
四
」（
三
下
第
二
：
上
）、「
三
下
第
五
」（
三
下
第
二
：
中
）、「
三
下
第
六
」（
三
下
第
二
：

下
）、「
三
下
第
七
」（
三
下
第
三
：
上
）、「
三
下
第
八
」（
三
下
第
三
：
中
）、「
三
下
第
九
」（
三
下
第
三
：
下
）、

「
三
下
第
十
」（
三
下
第
四
：
上
）、「
三
下
第
十
一
」（
三
下
第
四
：
中
）、「
三
下
第
十
二
」（
三
下
第
四
：
下
）、

「
四
上
第
一
」（
四
上
第
一
：
本
）、「
四
上
第
二
」（
四
上
第
一
：
末
）、「
四
上
第
三
」（
四
上
第
二
：
本
）、「
四
上

第
四
」（
四
上
第
二
：
末
）、「
四
下
第
一
」（
四
下
第
一
：
本
）、「
四
下
第
二
」（
四
下
第
一
：
末
）、「
四
下
第
三
」

（
四
下
末
：
第
一
）、「
四
下
第
四
」（
四
下
末
：
第
二
）
の
四
十
冊
が
現
存
。
橋
本
凝
胤
師
の
報
告(34)に
「
四
十
一

巻
」、
徳
田
明
本
師
の
報
告(35)に
「
十
九
冊
」
と
あ
る
。

▼
「
一
上
第
一
」（
一
上
第
一
）

暦
応
二
年
十
月
十
四
日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

▼
「
一
上
第
三
」（
一
上
第
二
：
末
）

暦
応
二
年
十
月
二
十
二
日

唐
律
招
提
寺
之
湯
屋
坊
西
面

遍
学
行
沙
門
照
遠
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▼
「
一
下
第
四
」（
一
下
第
二
：
末
）

暦
応
三
年
二
月
十
六
日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
沙
門
照
遠

▼
「
二
上
第
二
」（
二
上
本
：
第
二
）

暦
応
三
年
四
月
十
二
日

招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

▼
「
二
下
第
二
」（
二
下
第
一
：
末
）

暦
応
三
年
八
月
十
五
日

招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

照
遠

▼
「
三
下
第
六
」（
三
下
第
二
：
下
）

暦
応
四
年
一
月
二
十
六
日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
沙
門
照
遠

▼
「
四
下
第
四
」（
四
下
末
：
第
二
）

暦
応
四
年
十
月
二
十
五
日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
行
沙
門
照
遠

㈤
野
中
寺
本
・
二
十
七
冊
…
…
筆
者
未
見
。
稲
城
信
子
氏
の
報
告(36)に
「
二
十
七
冊
」
と
あ
る
。

▼
「
九
」（
二
上
本
）

暦
応
三
年
四
月
十
二
日

招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

▼
「
十
九
」（
三
下
第
二
）

暦
応
四
年
一
月
二
十
六
日

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

B
『
警
意
抄
』
十
七
巻

㈠
大
谷
大
学
図
書
館
本
・
五
冊
…
…
｢一
」（
一
上
第
二
本
）、「
二
」（
一
下
第
二
）、「
五
」（
三
上
第
二
）、「
七
」（
四
下
本
）、「
八
」（
四
下

末
）
の
五
冊
が
現
存
。

㈡
光
明
院
本
・
十
五
冊
…
…
筆
者
未
見
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(37)に
「
十
五
巻
」
と
あ
る
。

㈢
唐
招
提
寺
本
・
十
二
冊
…
…
筆
者
未
見
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(38)に
「
十
二
冊
」
と
あ
る
。
伝
香
寺
に
影
印
あ
り
。「
壱
」（
一
上
第
一
）、

「
二
」（
一
上
第
二
本
）、「
三
」（
一
上
第
三
）、「
四
」（
一
下
第
一
）、「
五
」（
一
下
第
二
）、「
六
」（
戒
疏
二
上
）、

「
七
」（
三
上
第
一
）、「
八
」（
三
上
第
二
）、「
九
」（
四
上
第
一
）、「
十
」（
四
上
第
二
：
末
）、「
十
一
」（
四
下
本
）、

「
十
二
」（
四
下
末
）
の
十
二
冊
を
収
録
。

㈣
東
大
寺
本
・
十
三
冊
…
…
｢上
第
一
」（
一
上
第
一
）、「
上
第
二
」（
一
上
第
二
）、「
上
第
三
末
」（
一
上
第
三
：
末
）、「
下
第
一
」（
一
下
第

一
）、「
下
第
二
」（
一
下
第
二
）、「
第
二
」（
三
上
第
二
：
本
）、「
第
三
上
」（
三
上
第
二
：
末
）、「
第
三
下
」（
三

下
第
一
：
本
）、「
第
三
下
二
」（
三
下
第
一
：
末
）、「
第
四
上
一
」（
四
上
第
一
：
本
）、「
第
四
上
二
」（
四
上
第
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一
：
末
）、「
第
四
上
三
」（
四
上
第
二
：
本
）、「
第
四
上
四
」（
四
上
第
二
：
末
）
の
十
三
冊
が
現
存
。
橋
本
凝

胤
師
の
報
告(39)に
「
一
下
第
三
」「
三
上
第
一
」「
三
下
第
三
」
を
含
む
「
十
六
巻
」
と
あ
る
。

▼
「
上
第
三
末
」（
一
上
第
三
：
末
）

暦
応
五
年
一
月
二
十
一
日

唐
律
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
下
第
一
」（
一
下
第
一
）

康
永
元
年
八
月
二
十
二
日

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
下
第
二
」（
一
下
第
二
）

康
永
元
年
九
月

八

日

招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
第
三
上
」（
三
上
第
三
）

康
永
二
年
十
二
月

二

日

唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
第
四
上
三
」（
四
上
第
二
）

康
永
三
年
八
月
二
十
九
日

東
山
内
牟
山
郷
薬
師
寺
松
房

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
第
四
上
四
」（
四
上
第
三
）

康
永
三
年
九
月
十
一
日

遍
学
行
沙
門
照
遠

㈤
野
中
寺
本
・
十
五
(七
)冊
…
…
筆
者
未
見
。
徳
田
明
本
師
の
報
告(40)に
「
十
五
巻
」、
稲
城
信
子
氏
の
報
告(41)に
「
七
冊
」
と
あ
る
。

C
『
資
行
抄
』
二
十
八
巻

㈠
伝
香
寺
本
・
十
八
冊
…
…
｢上
一
三
」（
上
一
第
三
）、「
上
二
上
末
」（
上
二
本
・
末
）、「
上
三
本
末
」（
上
三
本
・
末
）、「
上
四
本
末
」

（
上
四
本
・
末
）、「
中
一
第
一
」（
中
一
第
一
）、「
中
一
中
」（
中
一
第
二
）、「
中
一
下
」（
中
一
第
三
）、「
中
三

一
」（
中
三
第
一
）、「
中
三
二
」（
中
三
第
二
）、「
中
三
三
」（
中
三
第
三
）、「
下
一
本
」（
下
一
本
）、「
下
一
末
」

（
下
一
末
）、「
下
二
本
」（
下
二
本
）、「
下
二
」（
下
二
末
）、「
下
三
本
」（
下
三
本
）、「
下
三
二
」（「
下
三
末
」）、

「
下
四
三
」（
下
四
本
）、「
下
四
四
」（
下
四
末
）
の
十
八
冊
が
現
存
。

▼
「
上
一
三
」（
上
一
第
三
）

康
永
四
年
三
月

六

日

東
山
年
（
マ
マ
）山
郷
薬
師
寺

照
遠

▼
「
上
三
本
末
」（
上
三
本
・
末
）

貞
和
二
年
五
月

四

日

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
中
一
下
」（
中
一
第
三
）

貞
和
三
年
四
月
十
五
日

唐
律
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
下
四
四
」（
下
四
末
）

貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日

招
提
寺
弥
勒
院
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㈡
唐
招
提
寺
本
・
二
十
五
冊
…
…
筆
者
未
見
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
収
録
本
の
底
本
。
当
該
本
に
は
「
上
一
之
一
」（
上
一
第
一
）、「
上

一
之
二
」（
上
一
第
二
）、「
上
一
之
三
」（
上
一
第
三
）、「
上
一
之
四
」（
上
一
第
四
）、「
上
一
之
五
」（
上
一
第

五
）、「
上
二
之
本
」（
上
二
本
）、「
上
二
之
末
」（
上
二
末
）、「
上
三
之
本
」（
上
三
本
）、「
上
三
之
末
」（
上
三

末
）、「
上
四
之
本
」（
上
四
本
）、「
上
四
之
末
」（
上
四
末
）、「
中
一
之
上
」（
中
一
第
一
）、「
中
一
之
中
」（
中

一
第
二
）、「
中
一
之
下
」（
中
一
第
三
）、「
中
三
之
上
」（
中
三
第
一
）、「
中
三
之
中
」（
中
三
第
二
）、「
中
三
之

下
」（
中
三
第
三
）、「
下
一
之
本
」（
下
一
本
）、「
下
一
之
末
」（
下
一
末
）、「
下
二
之
本
」（
下
二
本
）、「
下
二

之
末
」（
下
二
末
）、「
下
三
之
本
」（
下
三
本
）、「
下
三
之
末
」（「
下
三
末
」）、「
下
四
之
本
」（
下
四
本
）、「
下

四
之
末
」（
下
四
末
）
の
二
十
五
巻
が
収
録
。

▼
「
上
一
之
一
」（
上
一
第
一
）

康
永
三
年
十
一
月
十
七
日

牟
山
薬
師
寺
僧
坊

仏
子
照
遠

▼
「
上
一
之
二
」（
上
一
第
二
）

康
永
四
年
二
月

十

日

山
辺
郡
牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊

小
比
丘
照
遠

▼
「
上
一
之
三
」（
上
一
第
三
）

康
永
四
年
三
月

六

日

東
山
年
（
マ
マ
）山

郷
薬
師
寺

照
遠

▼
「
上
三
之
末
」（
上
三
末
）

貞
和
二
年
五
月

四

日

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
上
四
之
本
」（
上
四
本
）

貞
和
二
年
七
月
十
二
日

唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
中
一
之
下
」（
中
一
第
三
）

貞
和
三
年
四
月
十
五
日

唐
律
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
下
四
之
末
」（
下
四
末
）

貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日

招
提
寺
弥
勒
院

㈢
東
大
寺
本
・
十
六
冊
…
…
｢上
二
」（
上
二
本
）、「
上
ノ
二
下
」（
上
二
末
）、「
上
之
三
本
」（
上
三
本
：
第
一
）、「
上
之
三
中
」（
上
三
本
：

第
二
）、「
上
之
三
末
」（
上
三
末
）、「
中
之
一
分
第
一
」（
中
一
第
一
：
本
）、「
中
之
一
分
第
二
」（
中
一
第
一
：

末
）、「
中
之
一
分
第
三
」（
中
一
第
二
：
本
）、「
中
之
一
分
第
四
」（
中
一
第
二
：
末
）、「
中
之
一
分
第
五
」（
中

一
第
三
：
本
）、「
中
之
一
分
第
六
」（
中
一
第
三
：
末
）、「
本
中
之
三
」（
中
三
第
一
：
本
）、「
末
中
之
三
」（
中

三
第
一
：
末
）、「
末
中
之
三
」（
中
三
第
二
）、「
末
中
之
三
」（
中
三
第
三
）、「
下
之
四
第
四
」（
下
四
末
：
第
二
）
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の
十
六
冊
が
現
存
。

▼
「
上
二
」（
上
二
本
）

貞
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

大
和
洲
（
マ
マ
）山

野
辺
郡
牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
上
ノ
二
下
」（
上
二
末
）

貞
和
元
年
十
二
月
十
六
日

大
和
州
山
野
辺
群
（
マ
マ
）牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
上
三
之
末
」（
上
三
末
）

貞
和
二
年
五
月

四

日

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠

▼
「
下
之
四
第
四
｣(下
四
末
：
第
二
)

貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日

唐
招
提
寺
弥
勒
院

遍
学
行
沙
門
照
遠

㈣
野
中
寺
本
・
二
十
一
冊
…
…
筆
者
未
見
。
稲
城
信
子
氏
の
報
告(42)に
「
二
十
一
冊
」
と
あ
る
。

▼
「
第
一
二
鈔
上
一
」（
上
一
第
二
）

康
永
四
年
二
月

十

日

山
辺
郡
牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊

小
比
丘
照
遠

㈤
西
明
寺
平
等
心
王
院
旧
蔵
本
・
二
十
四
冊
…
…
筆
者
未
見
。
廣
上
塔
貫
師
の
報
告(43)に
「
二
十
四
冊
」
と
あ
る
。

㈥
園
城
寺
法
明
院
本
・
七
冊
…
…
｢中
一
一
」（
中
一
第
一
）、「
中
一
二
」（
中
一
第
二
）、「
中
一
三
」（
中
一
第
三
）、「
中
三
一
」（
中
三
第

二
）、「
中
三
二
」（
中
三
第
二
）、「
中
三
末
」（
中
三
第
三
）、「
中
四
末
」（
中
四
末
）
の
七
冊
が
現
存
。

以
下
に
そ
の
知
見
を
述
べ
る
。
ま
ず
、『
顕
縁
抄
』
二
十
巻
に
つ
い
て
。『
資
行
抄
』
巻
下
四
末
の
奥
書
に
は
、

時
に
貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日
。
招
提
寺
の
弥
勒
院
に
於
い
て
此
の
巻
を
記
し
畢
わ
る
。
凡
そ
此
の
三
大
部
抄
の
出
す
は
、
暦
応
二
年

八
月
よ
り
之
を
始
め
貞
和
五
年
八
月
に
至
る
。
首
尾
十
一
年
に
し
て
此
の
功
を
畢
う
。
初
め
に
顕
業
抄
二
十
巻
、
次
に
警
意
抄
十
七
巻
、

後
に
資
行
抄
二
十
八
巻
、
都
合
六
十
五
巻
な
り
。
此
の
偏
他
に
非
ず
。
先
ず
両
祖
の
伝
灯
を
挑
げ
ん
が
為
に
三
部
の
令
章
を
飾
る
。

（
于
時
貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日
。
於
招
提
寺
弥
勒
院
記
此
巻
畢
。
凡
此
三
大
部
抄
出
者
、
自
暦
応
二
年
八
月
始
之
至
貞
和
五
年
八
月
。
首
尾
十
一
年

畢
此
功
。
初
顕
業
抄
二
十
巻
、
次
警
意
抄
十
七
巻
、
後
資
行
抄
二
十
八
巻
。
都
合
六
十
五
巻
也
。
此
偏
非
他
。
先
為
挑
両
祖
之
伝
灯
飾
三
部
令
章(44)。）

と
、
照
遠
三
大
部
を
『
顕
縁
抄
』『
警
意
抄
』『
資
行
抄
』
の
順
で
執
筆
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
八
月
に
『
顕
縁
抄
』

を
起
稿
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
に
『
資
行
抄
』
を
脱
稿
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
終
巻
で
あ
る
『
顕
縁
抄
』
巻
四
下
末
（
東

大
寺
本
「
四
下
第
四
」）
の
奥
書
に
は
、
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時
に
暦
応
第
四
十
月
廿
五
日
、
唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面
に
て
此
の
抄
を
記
し
畢
わ
る
。（
于
時
暦
応
第
四
十
月
廿
五
日
、
唐
招
提
寺
湯
屋
坊

西
面
記
此
抄
畢
。）

と
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
十
月
二
十
五
日
の
脱
稿
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
顕
縁
抄
』
二
十
巻
の
執
筆
期
間
は
、
暦
応
二

年
八
月
よ
り
暦
応
四
年
十
月
ま
で
の
約
二
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
は
、
何
れ
の
奥
書
に
も
唐
招
提
寺

湯
屋
坊
西
面
と
あ
る
。

現
存
写
本
の
首
題
等
か
ら
推
察
す
る
に
、『
顕
縁
抄
』
二
十
巻
の
内
訳
は
、
巻
一
上
の
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
、
巻
一
下
の
第
一
・

第
二
、
巻
二
上
の
本
・
末
、
巻
二
下
の
第
一
・
第
二
、
巻
三
上
の
本
・
末
、
巻
三
下
の
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
、
巻
四
上
の
第
一
・
第

二
、
巻
四
下
の
第
一
・
第
二
と
な
る
。
筆
者
確
認
の
限
り
、
現
存
写
本
の
中
で
は
東
大
寺
所
蔵
本
四
十
冊
が
「
三
上
第
四
」（
三
上
末
：
第
一

か
）
の
み
を
欠
く
良
本
で
あ
っ
た(45)。

次
に
、『
警
意
抄
』
十
七
巻
に
つ
い
て
。『
警
意
抄
』
巻
四
上
第
三
（
東
大
寺
本
「
第
四
上
」）
の
奥
書
に
は
、

時
に
康
永
三
年
〈
甲
申
〉
九
月
十
一
日
戌
時
、
此
の
抄
を
記
す
。（
中
略
）
是
の
如
き
を
以
て
、
始
め
有
る
者
に
は
必
ず
終
わ
り
有
り
。

爰
に
此
の
警
意
抄
の
事
を
始
む
る
に
、
其
の
絶
を
期
し
難
き
と
雖
も
図
ず
し
て
今
当
に
其
の
功
を
終
わ
ら
せ
し
む
る
べ
き
者
な
り
。
凡

そ
四
下
に
於
い
て
其
の
功
終
わ
る
べ
き
と
雖
も
当
巻
を
も
て
具
書
と
な
す
。（
于
時
康
永
三
年
〈
甲
申
〉
九
月
十
一
日
戌
時
、
記
此
抄
。〔
中

略
〕
以
如
是
、
有
始
者
必
有
終
。
爰
始
此
警
意
抄
事
、
雖
難
期
其
絶
不
図
今
当
令
終
其
功
者
也
。
凡
於
四
下
雖
可
終
其
終
其
（
マ
マ
）

功
当
巻
具
書
。）

と
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
九
月
十
一
日
の
脱
稿
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
巻
四
下
の
注
釈
を
残
し
、
こ
の
巻
を
『
警
意
抄
』
の
終
巻
と

す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
谷
大
学
図
書
館
本
「
七
」「
八
」
や
唐
招
提
寺
本
「
十
一
」「
十
二
」
は
、
そ
の
巻
下
四
本
・
末
に

相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
そ
の
複
注
を
完
遂
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
終
巻
で
あ
る
巻
四
下
末
に
脱
稿
年
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
作
の
首
巻
で
あ
る
『
資
行
抄
』
巻
上
一
第
一
の
奥
書
に
は
、

時
に
康
永
三
年
〈
甲
申
〉
十
一
月
十
七
日
、
牟
山
薬
師
寺
僧
坊
に
於
い
て
此
の
巻
を
記
し
畢
わ
る
。（
于
時
康
永
三
年
〈
甲
申
〉
十
一
月

十
七
日
、
於
牟
山
薬
師
寺
僧
坊
記
此
巻
畢
。）
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と
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
十
一
月
十
七
日
の
脱
稿
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
警
意
抄
』
の
執
筆
期
間
は
、
前
作
の
『
顕
縁
抄
』
を
完
成

さ
せ
た
暦
応
四
年
十
月
頃
か
ら
康
永
三
年
十
月
頃
ま
で
の
約
三
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
は
、
判
明
し

て
い
る
限
り
、
巻
三
上
第
三
ま
で
を
唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室
、
巻
四
第
二
以
降
を
牟
山
郷
薬
師
寺
松
坊
に
て
執
筆
し
て
い
る
。『
顕
縁
抄
』

巻
四
下
末
（
東
大
寺
本
「
四
下
第
四
」）
や
『
警
意
抄
』
巻
一
下
第
一
（
東
大
寺
本
「
下
第
一
」）
の
奥
書
に
は
、「
除
病
延
命
」
や
「
病
悩
忽
平

喩(癒
ヵ
)」の

願
が
述
べ
ら
れ
、『
警
意
抄
』
巻
四
上
第
三
（
東
大
寺
本
「
第
四
上
」）
の
奥
書
に
は
「
四
大
不
調
」
を
訴
え
る
こ
と
か
ら
勘
案
す
る
に
、

活
動
拠
点
を
唐
招
提
寺
か
ら
薬
師
寺
に
移
し
た
目
的
は
療
養
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
存
写
本
等
の
首
題
等
か
ら
推
察
す
る
に
、『
警
意
抄
』
十
七
巻
の
内
訳
は
、
巻
一
上
の
第
一
・
第
二
・
第
三
、
巻
一
下
の
第
一
・
第
二
、

巻
二
上
の
第
一
・
第
二
、
巻
二
下
の
第
一
・
第
二
、
巻
三
上
の
第
一
・
第
二
、
巻
三
下
の
第
一
・
第
二
、
巻
四
上
の
第
一
・
第
二
、
巻
四
下

の
本
・
末
と
な
る
。
筆
者
確
認
の
限
り
、
東
大
寺
所
蔵
本
十
三
冊
は
巻
二
上
・
下
、
巻
三
上
第
一
、
巻
三
下
第
二
、
巻
四
下
本
・
末
の
み
を

欠
く
良
本
で(46)、
そ
の
う
ち
巻
三
上
第
一
は
唐
招
提
寺
本
「
七
」、
巻
四
下
本
・
末
は
大
谷
大
学
図
書
館
本
「
七
」「
八
」
や
唐
招
提
寺
本
「
十

一
」「
十
二
」
を
も
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、『
資
行
抄
』
二
十
八
巻
に
つ
い
て
。
前
述
の
通
り
、『
資
行
抄
』
の
首
巻
で
あ
る
巻
上
一
第
一
は
康
永
三
年
十
一
月
十
七
日
の
脱

稿
、
終
巻
の
巻
下
四
末
は
貞
和
五
年
八
月
二
十
八
日
の
脱
稿
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
執
筆
期
間
は
、
康
永
三
年
十
月
頃
か
ら
貞
和
五
年
八
月
ま

で
の
約
六
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
は
、
判
明
し
て
い
る
限
り
、
巻
上
二
末
ま
で
を
牟
山
郷
薬
師
寺
僧

坊
、
巻
三
上
末
よ
り
巻
中
一
第
三
ま
で
を
唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室
、
巻
下
四
末
ま
で
を
唐
招
提
寺
弥
勒
院
で
執
筆
し
て
い
る
。

現
存
写
本
等
の
首
題
等
か
ら
推
察
す
る
に
、『
資
行
抄
』
二
十
八
巻
の
内
訳
は
、
巻
上
一
の
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
五
、
巻
上

二
の
本
・
末
、
巻
上
三
の
本
・
末
、
巻
上
四
の
本
・
末
、
巻
中
一
の
第
一
・
第
二
・
第
三
、
巻
中
二
、
巻
中
三
の
第
一
・
第
二
・
第
三
、
巻

中
四
の
本
・
末
、
巻
下
一
の
本
・
末
、
巻
下
二
の
本
・
末
、
巻
下
三
の
本
・
末
、
巻
下
四
の
本
・
末
と
な
る
。
筆
者
確
認
の
限
り
、『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
る
唐
招
提
寺
本
が
、
巻
中
二
と
巻
中
四
本
・
末
の
み
を
欠
く
良
本
で
、
そ
の
う
ち
巻
中
四
末
は
園
城
寺
法
明
院

本
「
中
四
末
」
を
も
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
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そ
の
他
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
存
写
本
に
は
様
々
な
書
写
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
各
東
大
寺
本
に
残

さ
れ
た
戒
壇
院
善
教
（
生
没
年
未
詳
）
の
書
写
奥
書
は
、
照
遠
三
大
部
が
後
世
の
東
大
寺
戒
壇
院
で
も
読
ま
れ
て
い
た
重
要
な
証
拠
で
あ
る
。

ま
た
、
西
明
寺
平
等
心
王
院
や
野
中
寺
、
園
城
寺
法
明
院
に
写
本
の
多
く
伝
わ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
照
遠
三
大
部
は
江
戸
時
代
の
戒

律
復
興
運
動
に
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三
『
終
南
山
金
玉
集
』
四
巻
に
つ
い
て

従
来
、
照
遠
の
著
作
に
は
、『
述
迹
抄
』『
資
行
抄
』『
警
意
抄
』『
顕
縁
抄
』
の
四
種
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、

『
終
南
山
金
玉
集(47)』（
以
下
『
金
玉
集
』）
と
い
う
新
た
な
著
作
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
以
下
に
こ
れ
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

『
金
玉
集
』
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
徳
田
明
本
師
が
伊
賀
新
大
仏
寺
に
写
本
の
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
し
て
お
り
、『
律
宗
文
献
目
録
』
の

中
で
、終

南
山
金
玉
集

①
〔
題
号
〕
(内
)金
玉
抄

②
〔
調
巻
〕
四
巻

③
〔
判
式
〕
中

⑤
〔
編
著
者
名
〕
宗
円

⑥
〔
序
跋
〕
元
徳
四

年
（
一
三
三
二
）
二
月
五
日
於
渡
部
郷
王
子
谷
書
写
了
徧
照
自
身
之
愚
闇
備
後
学
之
校
被
見
染
紫
筆
汚
自
紙
而
已
宗
円

⑧
〔
現
在
本

の
刊
写
、
年
代
、
相
伝
筆
者
等
〕
延
宝
一
年
（
一
六
七
三
）
元
証
写

⑨
〔
所
在
現
蔵
者
、
刊
行
叢
書
名
〕
新
大
仏

⑩
〔
内
容
解
題

注
記
〕
祖
乗
要
集
と
共
に
学
者
必
読
の
も
の
で
百
二
十
一
項
の
論
題
あ
り
、
両
書
と
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た(48)。

（〔

〕
内
は
筆
者
加
筆
）

と
、
こ
れ
が
宗
円
な
る
人
物
の
著
し
た
全
四
巻
の
書
物
で
あ
り
、
そ
の
中
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
南
山
律
宗
の
論
題
百
二
十
一
種
の
収
録
さ

れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
新
大
仏
寺
本
は
後
に
散
逸
し
て
お
り
、
そ
の
行
方
は
今
日
に
お
い
て
も
不
明
な
状
態
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
先
般
、
南
都
伝
香
寺
に
影

印
の
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
よ
う
や
く
そ
の
全
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
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筆
者
確
認
の
限
り
、
新
大
仏
寺
本
は
巻
一
・
巻
二
を
収
め
る
第
一
冊
と
、
巻
三
・
巻
四
を
収
め
る
第
二
冊
の
全
二
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
各
表
紙
（
図
1
・
図
2
）
に
は
「
終
南
山
金
玉
集
」
の
外
題
、
各
巻
の
冒
頭
（
図
3
）
に
は
「
終
南
山
金
玉
抄
」
の
首
題
が
記
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
中
に
は
百﹅

三﹅

十﹅

種﹅

に
及
ぶ
南
山
律
宗
の
論
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
正
義
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

関
連
す
る
諸
師
の
証
文
（
経
論
疏
等
の
本
文
）
の
み
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、『
金
玉
集
』
は
、
聖
覚
房
良
算
（
生

没
年
未
詳
）『
成
唯
識
論
本
文
抄(49)』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
問
答
論
義
の
草
稿
作
成
の
た
め
の
証
文
を
集
め
た
「
文
集
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、『
金
玉
集
』
巻
二
・
巻
四
の
奥
書
（
図
4
・
図
5
）
に
は
同
じ
く
、

写
本
に
云
わ
く
。
時
に
元
徳
四
年
二
月
五
日
。
渡
部
郷
王
子
谷
に
於
い
て
書
写
し
了
わ
る
。
此
の
偏
、
自
身
の
愚
闇
を
照
ら
し
後
学
の

被
覧
に
備
え
ん
が
為
に
、
紫
に
染
む
る
筆
を
も
て
白
紙
を
汚
す
の
み
。
右
筆
沙
門
宗
円
〈
通
十
別
七
俗
才
三
十
一
〉。（
写
本
云
。
于
時

元
徳
四
年
二
月
五
日
。
於
渡
部
郷
王
子
谷
書
写
了
。
此
偏
、
為
照
自
身
之
愚
闇
備
後
学
之
被
覧
、
染
紫
筆
汚
白
紙
而
已
。
右
筆
沙
門
宗
円
〈
通
十
別

七
俗
才
三
十
一
〉。）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
本
師
の
報
告
に
あ
る
通
り
、『
金
玉
集
』
は
元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）
二
月
五
日
の
渡
部
郷
王
子
谷
に
お
い
て
、
沙
門

宗
円
な
る
人
物
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
沙
門
宗
円
に
つ
い
て
は
、
明
本
師
が
『
律
宗
概
論
』
第
六
章
「
吉
野
室
町
両
時
代
の
律
宗
」
第
四
節
「
北
京
律
の
人
々
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）
に
宗
円
（
〜
一
三
三
二
〜
）
が
鎌
倉
に
て
集
め
た
『
終
南
山
金
玉
集
』
四
巻
は
、『
祖
乗
要
集
』
と
同
趣
旨
の

も
の
で
合
計
百
二
十
一
項
目
の
論
題
に
対
し
、
諸
義
を
集
め
た
も
の
で
、
唐
招
提
寺
照
遠
の
三
大
部
記
釈
、
清
算
の
諸
綱
義
と
共
に
、

全
皎
と
宗
円
の
両
書
は
比
肩
す
べ
き
も
の
で
あ
る(50)。

す
な
わ
ち
、
明
本
師
は
、
沙
門
宗
円
の
『
金
玉
集
』
と
全
皎
の
『
祖
乗
要
集
』
の
資
料
的
価
値
が
、
唐
招
提
寺
照
遠
の
『
資
行
抄
』『
警

意
抄
』『
顕
縁
抄
』
や
彦
証
房
清
算
（
一
二
八
八
〜
一
三
六
二
、
西
大
寺
第
十
代
世
）
の
『
三
宗
綱
義
』
等
に
比
肩
す
る
と
評
価
し
て
お
り
、
同
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時
代
に
お
け
る
北
京
・
南
都
の
律
学
者
と
し
て
、
沙
門
宗
円
と
唐
招
提
寺
照
遠
を
対
比
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

他
方
、
明
本
師
は
『
律
宗
概
論
』
第
六
章
「
吉
野
室
町
両
時
代
の
律
宗
」
第
一
節
「
招
提
教
学
と
照
遠
」
の
中
で
、

こ
の
頃
そ
の
晩
年
の
講
席
に
待
し
、
ま
た
二
十
九
世
を
つ
い
だ
禅
戒
覚
恵
律
師
の
講
を
受
け
た
照
遠
宗
円
律
師
（
一
三
〇
二
―
一
三
六

一
）
あ
り
（
後
略(51)）

と
、
唐
招
提
寺
照
遠
の
字
も
ま
た
宗
円
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
唐
招
提
寺
照
遠
が
宗
円
と
名
乗
る
の
は
、
各
種
奥
書
の
中
で
も
以

下
に
記
す
『
述
迹
抄
』
巻
四
の
奥
書
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
本
師
も
ま
た
こ
れ
に
準
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
。

時
に
正
慶
二
年
閏
二
月
廿
九
日
。
招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
に
於
い
て
、
丑
刻
に
及
び
て
之
を
誌
し
畢
わ
る
。（
中
略
）
小
比
丘
宗
円
〈
通

十
一
俗
三
十
二
別
八
〉。（
于
時
正
慶
二
年
閏
二
月
廿
九
日
。
於
招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
、
及
丑
刻
誌
之
畢
。〔
中
略
〕
小
比
丘
宗
円
〈
通
十
一
俗
三
十

二
別
八(52)〉。）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
小
比
丘
宗
円
〈
通
十
一
俗
三
十
二
別
八
〉
に
よ
り
『
述
迹
抄
』
巻
四
の
脱
稿
さ
れ
た
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）

二
月
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
が
、「
沙
門
宗
円
〈
通
十
別
七
俗
才
三
十
一
〉」
に
よ
り
『
金
玉
集
』
巻
四
の
脱
稿
さ
れ
た
元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）

二
月
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
、
小
比
丘
宗
円
が
『
述
迹
抄
』
巻
四
を
著
し
た
一
年
前
の
俗
齢
と
通
別
の
夏
臘
が
、『
金
玉
集
』
巻
四
を

著
し
た
沙
門
宗
円
の
そ
れ
に
一
致
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
に
、
小
比
丘
宗
円
と
沙
門
宗
円
は
同
一
人
物

で
あ
り
、『
金
玉
集
』
は
『
述
迹
抄
』
に
先
行
す
る
宗
円
照
遠
最
初
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

当
然
、
両
者
が
同
名
異
人
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
宗
円
照
遠
と
同
時
代
に
は
、
南
都
で
同
名
異
人
の
僧
侶
が
活
躍
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
凝
然
の
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
巻
下
に
は
、

唯
一
房
照
遠
、
播
磨
国
の
人
な
り
。
戒
壇
院
に
住
し
て
専
ら
学
業
を
営
み
、
後
に
竹
林
に
住
し
て
二
諦
を
建
興
す
。
日
阿
大
徳
に
随
い

て
三
密
法
を
受
く
。（
唯
一
房
照
遠
、
播
磨
国
人
。
住
戒
壇
院
専
営
学
業
、
後
住
竹
林
建
興
二
諦
。
随
日
阿
大
徳
受
三
密
法(53)。）

と
、
実
相
房
円
照
（
一
二
二
一
〜
一
二
七
七
、
戒
壇
院
中
興
第
一
世
）
門
下
に
唯
一
房
照
遠
（
生
没
年
未
詳
）
と
い
う
僧
侶
が
お
り
、
東
大
寺
戒

壇
院
や
生
駒
竹
林
寺
に
て
活
躍
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る(54)。
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図1 第一冊・表紙図2 第二冊・表紙

図3 巻一・冒頭図4 巻二・奥書
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図5 巻四・奥書①

図6 巻四・奥書②

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
唯
一
房
照
遠
と
宗
円
照
遠
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
同
名
異
人
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

凝
然
は
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』
巻
下
の
中
で
、

正
安
四
年
壬
寅
。
其
の
間
、
先
師
の
門
人
逝
く
者
極
め
て
多
し
。
今
存
在
す
る
者
、
円
空
、
如
蓮
、
忍
空
、
琳
海
、
真
照
、
澄
禅
、
禅

智
、
凝
然
、
正
願
、
照
遠
、
是
本
、
円
晴
、
良
照
、
見
塔
、
澄
道
、
祐
海
、
禅
爾
等
十
余
輩
な
り
。（
正
安
四
年
壬
寅
。
其
間
、
先
師
門

人
逝
者
極
多
、
今
存
在
者
、
円
空
、
如
蓮
、
忍
空
、
琳
海
、
真
照
、
澄
禅
、
禅
智
、
凝
然
、
正
願
、
照
遠
、
是
本
、
円
晴
、
良
照
、
見
塔
、
澄
道
、

祐
海
、
禅
爾
等
十
余
輩
也(55)。）

と
、
唯
一
房
照
遠
が
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
ま
で
存
命
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
の
だ
が
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
三
〇
二
年
と
は
、

奇
し
く
も
宗
円
照
遠
が
生
誕
し
た
ま
さ
に
そ
の
年
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
に
同
名
の
僧
侶
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
実
相
房
円
照
と
遊
蓮
房
円
照
（
一
一
三
九
〜
一
一
七
七
）
や
、
隆
信
房
定
舜

と
来
縁
定
舜
し
か
り
、
そ
こ
ま
で
珍
し
い
事
例
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
小
比
丘
宗
円
（
宗
円
照
遠
）
と
沙
門
宗
円
の
よ
う

唐招提寺照遠の著作と生涯

195



に
、
生
ま
れ
年
や
通
別
二
法
に
よ
り
具
足
戒
を
受
け
た
時
期
ま
で
も
が
同
じ
と
い
う
偶
然
は
、
両
者
が
同
一
人
物
で
な
い
と
起
こ
り
得
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
、
沙
門
宗
円
と
小
比
丘
宗
円
が
同
一
人
物
で
あ
り
、『
金
玉
集
』
が
『
述
迹
抄
』
に
先
行
す

る
宗
円
照
遠
の
著
作
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

最
後
に
、
新
大
仏
寺
本
の
書
写
人
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
金
玉
集
』
巻
四
の
写
書
奥
書
（
図
6
）
に
は
、

延
宝
元
年
春
日
、
書
写
の
功
畢
わ
る
。
北
野
観
音
律
寺
元
證
〈
十
八
僧
五
〉。
同
二
年
正
月
六
日
異
本
を
も
て
校
合
し
了
わ
る
。（
延
宝

元
年
春
日
書
写
功
畢
。
北
野
観
音
律
寺
元
證
〈
十
八
僧
五
〉。
同
二
年
正
月
六
日
異
本
校
合
了
。）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
の
北
野
東
向
観
音
寺
に
お
い
て
、
元
證
（
一
六
五
六
〜
？
）
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
写
本

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
新
大
仏
寺
本
の
第
一
冊
・
第
二
冊
の
表
紙
（
図
1
・
図
2
）
右
下
に
は
、
東
向
観
音
寺
の
住
持
で
あ
る
宏

源
（
一
六
二
六
〜
一
六
八
二
）
の
識
語
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
勘
案
す
る
に
、
新
大
仏
寺
本
は
東
向
観
音
寺
か
ら

の
伝
来
本
で
あ
り
、
書
写
人
で
あ
る
元
證
も
ま
た
東
向
観
音
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
明
本
師
が
『
金
玉

集
』
の
著
者
で
あ
る
沙
門
宗
円
の
所
属
を
北
京
と
し
た
根
拠
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、『
金
玉
集
』
巻
二
・
巻
四
の
奥
書
（
図
4
・
図
5
）
に
は
、

[巻
二
]
文
安
二
年
八
月
十
三
日
に
絶
筆
す
。
法
同
沙
弥
、
小
比
丘
良
海
〈
通
十
四
俗
三
十
五
〉。（
文
安
二
年
八
月
十
三
日
絶
筆
。
法
同

沙
弥
、
小
比
丘
良
海
〈
通
十
四
俗
三
十
五
〉。）

[巻
四
]
文
安
二
年
十
月
十
二
日
亥
剋
に
写
の
功
畢
わ
る
。
法
同
沙
弥
村
宗
房
、
御
所
望
に
依
り
之
を
書
写
す
。
小
比
丘
良
海
〈
通
十

四
俗
三
十
五
〉。（
文
安
二
年
十
月
十
二
日
亥
剋
写
功
畢
。
法
同
沙
弥
村
宗
房
、
依
御
所
望
書
写
之
。
小
比
丘
良
海
〈
通
十
四
俗
三
十
五
〉。）

と
、
小
比
丘
良
海
（
一
四
一
一
〜
一
四
九
六
、
唐
招
提
寺
第
五
十
四
世
）
に
よ
る
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
書
写
奥
書
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
先
に
紹
介
し
た
元
證
の
書
写
奥
書
に
は
、
底
本
を
書
写
し
た
翌
年
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
ま
で
に
異
本
と
の
対
校
を
済
ま
せ
た

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
證
当
時
に
お
い
て
は
、
新
大
仏
寺
本
を
含
め
て
少
な
く
と
も
三
種
の
写
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
伝
香
寺
に
残
さ
れ
る
新
大
仏
寺
旧
蔵
『
金
玉
集
』
の
影
印
よ
り
、『
金
玉
集
』
が
『
述
迹
抄
』
に
先
行
す
る
宗
円
照
遠
最
初
の
著
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作
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
現
状
、『
金
玉
集
』
が
後
世
の
律
学
者
に
如
何
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
性
質
用

途
や
新
大
仏
寺
本
の
書
写
経
緯
か
ら
推
察
す
る
に
、
南
都
・
北
京
の
僧
侶
が
南
山
律
学
を
研
鑽
す
る
上
で
こ
れ
を
珍
重
し
て
い
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
く
、
ま
さ
に
明
本
師
の
評
す
る
が
如
く
、
律
学
者
必
読
の
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で

は
紙
面
の
都
合
上
、
新
大
仏
寺
本
に
収
録
さ
れ
る
百
三
十
種
の
論
題
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
文
の
翻
刻
に

先
立
ち
、
そ
の
論
題
部
分
の
み
を
当
論
集
の
資
料
篇
に
掲
載
し
た
。

四

照
遠
の
生
涯
に
つ
い
て

照
遠
の
生
涯
を
伝
え
た
資
料
に
、
慧
堅
（
一
六
四
九
〜
一
七
〇
四
）『
律
苑
僧
宝
伝
』（
一
六
八
八
年
成
立
）
巻
十
四
「
招
提
寺
照
遠
律
師
伝(56
)」

（
以
下
「
僧
宝
伝
」）、
義
澄(57)（
一
六
七
六
〜
一
七
一
一
）『
招
提
千
歳
伝
記
』（
一
七
〇
一
年
成
立
）
巻
中
之
二
「
招
提
寺
照
遠
律
師
伝(58)」（
以
下
「
千

歳
伝
」）、
師
蛮
（
一
六
二
六
〜
一
七
一
〇
）『
本
朝
高
僧
伝
』（
一
七
〇
二
年
成
立
）
巻
六
十
二
「
和
州
招
提
寺
沙
門
照
遠
伝(59)」（
以
下
「
本
朝
伝
」）

の
三
種
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
成
立
年
の
古
い
「
僧
宝
伝
」
を
も
っ
て
照
遠
の
生
涯
を
紹
介
す
る
傾
向
に
あ
り
、
恵
谷
隆
戒
氏

や
櫻
井
秀
雄
氏
の
研
究(60)で
は
、『
述
迹
抄
』
や
『
資
行
抄
』
の
奥
書
を
も
っ
て
、「
僧
宝
伝
」
の
内
容
が
補
完
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
照
遠

の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
金
玉
集
』『
警
意
抄
』『
顕
縁
抄
』
の
奥
書
や
「
千
歳
伝
」「
本
朝
伝
」
の
伝
承
等
、
い
ま
だ
加
味
さ
れ
て
い
な
い
情

報
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
踏
え
た
上
で
、
改
め
て
照
遠
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、「
千
歳
伝
」
の
み
「
律
師
の
諱
、
照
遠
。（
律
師
諱
、
照
遠
。）」
と
、
そ
の
諱
が
照
遠
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
「
千
歳
伝
」
と
底
本
の
異
な
る
『
続
々
群
書
類
従
』
所
収
「
千
歳
伝(61)」
に
は
、「
諱
照
遠
」
の
傍
ら
に

「
字
宗
円(62)」
の
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
字
が
宗
円
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
照
遠
は
『
金
玉
集
』
巻

二
・
四
や
『
述
迹
抄
』
巻
四
の
奥
書
に
お
い
て
、「
沙
門
宗
円
」
や
「
小
比
丘
宗
円
」
と
名
乗
る
の
で
、
こ
の
注
記
の
情
報
は
正
し
い
。

そ
の
出
身
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
「
未
だ
其
の
氏
族
郷
里
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。（
未
詳
其
氏
族
郷
里
。）」
と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
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何
れ
の
資
料
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
何
れ
の
照
遠
伝
も
生
年
を
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
各
著
作
の
奥
書
に
記
さ
れ
る
俗
年

を
逆
算
し
た
限
り
、
一
三
〇
二
年
（
正
安
四
年
ま
た
は
乾
元
元
年
）
が
照
遠
の
生
年
と
な
る(63)。

そ
の
為
人
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
「
為
人
、
英
敏
に
し
て
学
を
嗜
む
に
倦
ま
ず
。
嶄
嶄
と
し
て
緇
素
の
間
に
声
有
り
。（
為
人
、
英

敏
而
嗜
学
不
倦
。
嶄
嶄
有
声
于
緇
素
間
。）」
と
、
好
学
の
士
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
名
声
が
広
く
道
俗
に
轟
い
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
出
家
時
期
に
つ
い
て
は
、
何
れ
の
資
料
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
千
歳
伝
」
は
「
薙
落
の
後
、
志
を
戒
門
に
纂
む
。（
薙

落
之
後
、
纂
志
戒
門
。）」
と
、
仏
門
に
下
っ
た
当
初
よ
り
戒
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

通
受
法
に
よ
り
受
戒
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
「
元
亨
二
年
、
通
受
法
に
依
り
具
足
戒
を
稟
く
。（
元
亨
二
年
、
依
通
受
法
稟

具
足
戒
。）」
と
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
種
奥
書
に
記
さ
れ
る
通
受
の
夏
臘
を
逆

算
し
た
限
り
、
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、「
千
歳
伝
」
は
「
元
亨
二
年
、
通
受
法
に
依
り
満
分
戒
に
進
む
。
時
二
十
歳
な
り
。（
元

亨
二
年
、
依
通
受
法
進
満
分
戒
。
時
二
十
歳
。）」
と
、
こ
れ
を
二
十
歳
の
出
来
事
と
し
て
紹
介
す
る
が
、
元
亨
二
年
の
照
遠
は
二
十
一
歳
で
あ

る
か
ら
、
訂
正
の
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
本
朝
伝
」
の
み
「
元
亨
二
年
、
招
提
寺
に
於
い
て
通
受
法
に
依
り
具
足
戒
を
稟
く
。（
元
亨
二
年
、

於
招
提
寺
依
通
受
法
稟
具
足
戒
。）」
と
、
そ
の
場
所
が
唐
招
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

別
受
法
に
よ
り
受
戒
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、「
千
歳
伝
」
の
み
「
正
中
二
年
、
重
ね
て
別
受
に
依
り
具
足
戒
を
納
む
。
時
二
十
二
歳
な

り
。（
正
中
二
年
、
重
依
別
受
納
具
足
戒
。
時
二
十
二
歳
。）」
と
、
二
十
二
歳
の
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、

正
中
二
年
は
照
遠
二
十
四
歳
、
照
遠
二
十
二
歳
は
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
な
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
訂
正
の
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
各
種
奥

書
に
記
さ
れ
る
別
受
の
夏
臘
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
受
戒
時
期
に
は
二
通
り
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
つ
は
二
十
三
歳
の
正
中
元
年

（
一
三
二
四
）
解
夏
よ
り
二
十
四
歳
の
正
中
二
年
結
夏
ま
で
と
す
る
説
で
、
こ
れ
は
『
金
玉
集
』
や
『
述
迹
抄
』
の
奥
書
を
典
拠
と
す
る
。
二

つ
は
二
十
一
歳
の
元
亨
二
年
解
夏
よ
り
二
十
二
歳
の
元
亨
三
年
結
夏
ま
で
と
す
る
説
で
、
こ
れ
は
照
遠
三
大
部
（『
警
意
抄
』
巻
一
下
第
一
の

み
例
外
）
の
奥
書
を
典
拠
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
千
歳
伝
」
が
伝
え
る
正
中
二
年
は
第
一
説
に
該
当
し
、
二
十
二
歳
は
第
二
説
に
該
当
す

る
の
で
、
そ
の
ど
ち
ら
が
誤
り
で
あ
る
か
は
一
概
に
判
断
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
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受
戒
後
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
「
嘉
暦
の
間
、
覚
也
と
覚
恵
の
二
大
徳
に
よ
り
梵
網
を
聴
き
、
太
賢
の
古
迹
に
於
い
て
尤

も
微
を
造
り
奥
に
達
す
。（
嘉
暦
間
、
従
覚
也
覚
恵
二
大
徳
聴
梵
網
、
於
太
賢
古
迹
尤
造
微
達
奥
。）」
と
、
嘉
暦
年
間
（
一
三
二
六
〜
一
三
二
九
）
に

覚
也
と
覚
慧
か
ら
『
梵
網
経
』
を
学
び
、『
古
迹
記
』
を
も
っ
て
深
旨
を
極
め
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
典
拠
と
な
っ
た
前
出
『
述
迹

抄
』
巻
五
の
奥
書
に
は
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
十
一
月
八
日
に
伊
勢
大
福
寺
の
覚
也
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
六
月
三
日
に
唐
招
提
寺

の
覚
慧
よ
り
『
古
迹
記
』
を
学
び
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
『
述
迹
抄
』
の
草
案
を
執
筆
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
僧
宝
伝
」

に
「
又
梵
網
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
を
著
す
。（
又
著
梵
網
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
。）」
と
紹
介
さ
れ
る
の
も
、
同
奥
書
の
記
述
を
受
け
た
も
の
で
、
照

遠
は
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
十
月
四
日
よ
り
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
三
月
二
十
二
日
に
か
け
て
草
案
に
加
筆
し
、『
述
迹
抄
』
五
巻
を
完

成
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
期
間
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、『
述
迹
抄
』
五
巻
の
各
冒
頭
に
、

[巻
一
]
正
慶
元
年
十
月
四
日
之
を
始
め
、
十
月
廿
五
日
此
の
巻
を
終
わ
る
。（
正
慶
元
年
十
月
四
日
始
之
、
十
月
廿
五
日
終
此
巻(64)。）

[巻
二
]
正
慶
元
年
十
月
廿
七
日
之
を
始
め
、
同
年
十
二
月
十
八
日
之
を
終
わ
る
。（
正
慶
元
年
十
月
廿
七
日
始
之
、
同
年
十
二
月
十
八
日

終
之(65)。）

[巻
三
]
正
慶
元
年
十
二
月
廿
三
日
之
を
始
め
、
同
二
年
二
月
十
三
日
之
を
終
わ
る
。（
正
慶
元
年
十
二
月
廿
三
日
始
之
、
同
二
年
二
月
十

三
日
終
之(66)。）

[巻
四
]
正
慶
二
年
二
月
六
日
之
を
始
め
、
同
二
月
廿
九
日
之
を
終
わ
る
。（
正
慶
二
年
二
月
六
日
始
之
、
同
二
月
廿
九
日
終
之(67)。）

[巻
五
]
正
慶
二
年
三
月
一
日
之
を
始
め
、
同
三
月
廿
二
日
に
至
り
之
を
終
わ
る
。（
正
慶
二
年
三
月
一
日
始
之
、
至
同
三
月
廿
二
日
終

之(68
)。）

と
あ
り
、
そ
の
執
筆
場
所
と
し
て
は
、『
述
迹
抄
』
巻
二
・
三
・
四
・
五
の
奥
書
に
、
唐
招
提
寺
尊
舜
坊
と
あ
る
。
な
お
、「
千
歳
伝
」
で
は

「
又
梵
網
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
を
著
す
。
招
提
寺
に
住
し
て
之
を
記
す
。
時
に
正
慶
元
年
十
月
十
八
日
な
り
。（
又
著
梵
網
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
。
住

招
提
寺
記
之
。
時
正
慶
元
年
十
月
十
八
日
也
。）」
と
、『
述
迹
抄
』
の
脱
稿
年
に
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
十
月
十
八
日
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
に

該
当
す
る
年
月
日
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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ま
た
、
嘉
暦
三
年
六
月
三
日
以
降
に
『
述
迹
抄
』
の
草
案
を
執
筆
し
て
よ
り
、
加
筆
を
始
め
る
正
慶
元
年
十
月
四
日
ま
で
の
期
間
、
照
遠

は
『
金
玉
集
』
四
巻
を
執
筆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
出
『
金
玉
集
』
巻
二
や
巻
四
の
奥
書
に
は
、
元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）
二
月
五
日
、

渡
部
郷
王
子
谷
に
て
こ
れ
を
脱
稿
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
渡
部
郷
王
子
谷
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
の
地
名
と
す
る
説
も

あ
る
が
、
俊
乗
房
重
源
（
一
一
二
一
〜
一
二
〇
六
）
や
叡
尊
に
縁
が
あ
り
、
京
都
と
西
国
・
南
海
を
つ
な
ぐ
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
摂
津

渡
辺
津
や
、
そ
の
渡
辺
津
に
設
け
ら
れ
た
熊
野
九
十
九
王
子
社
の
第
一
、
窪
津
王
子
（
渡
辺
王
子
と
も
）
社
に
関
連
し
た
呼
称
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
数
年
間
で
南
山
教
学
の
研
鑽
に
励
ん
だ
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
そ
の
際
に
獲
得
さ
れ
た
学
識
は
、

『
金
玉
集
』
や
照
遠
三
大
部
と
い
う
形
で
世
に
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

照
遠
が
照
遠
三
大
部
を
執
筆
し
た
目
的
に
つ
い
て
、「
僧
宝
伝
」
は
、

常
に
大
悲
と
興
正
の
二
大
士
の
後
に
律
学
の
寝
微
す
る
を
痛
む
。
潜
か
に
復
志
有
り
。
故
に
著
述
を
も
て
事
と
為
す
。
大
い
に
宗
猶
を

補
う
。
三
大
部
鈔
、
曰
わ
く
資
行
、
曰
わ
く
警
意
、
曰
わ
く
顕
縁
、
通
合
六
十
五
巻
有
り
。（
常
痛
大
悲
興
正
二
大
士
之
後
律
学
寝
微
。
潜

有
復
之
志
。
故
以
著
述
為
事
。
大
補
於
宗
猶
。
有
三
大
部
鈔
。
曰
資
行
曰
警
意
曰
顕
縁
。
通
合
六
十
五
巻
。）

と
、
覚
盛
・
叡
尊
滅
後
に
再
び
衰
微
し
た
律
学
の
復
興
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
千
歳
伝
」
に
も
「
志
興
律
に
有
り
。
盛
ん
に
吾
宗
を
唱

う
。（
志
有
興
律
。
盛
唱
吾
宗
。）」
と
、
照
遠
が
戒
律
復
興
を
願
い
、
律
宗
の
重
要
性
を
盛
ん
に
唱
え
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

照
遠
三
大
部
の
執
筆
期
間
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
、

暦
応
二
年
八
月
に
挙
筆
し
、
貞
和
五
年
八
月
に
脱
稿
す
。
凡
そ
十
一
年
に
し
て
告
成
す
。（
挙
筆
於
暦
応
二
年
八
月
。
脱
稿
於
貞
和
五
年
八

月
。
凡
十
一
年
而
告
成
。）

と
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
八
月
よ
り
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
八
月
に
か
け
て
の
十
一
年
間
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
照
遠
三

大
部
の
各
奥
書
を
確
認
し
た
限
り
、
照
遠
は
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
八
月
か
ら
暦
応
四
年
（
一
四
四
一
）
十
月
に
か
け
て
『
顕
縁
抄
』
二
十

巻
、
暦
応
四
年
（
一
四
四
一
）
十
月
頃
か
ら
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
十
月
頃
に
か
け
て
『
警
意
抄
』
十
七
巻
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
十

月
頃
か
ら
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
八
月
に
か
け
て
『
資
行
抄
』
二
十
八
巻
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
執
筆
場
所
に
つ
い
て
は
、『
顕
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縁
抄
』
が
唐
招
提
寺
湯
屋
坊
、『
警
意
抄
』
は
唐
招
提
寺
東
僧
坊
と
牟
山
郷
薬
師
寺
松
坊
、『
資
行
抄
』
は
牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊
と
唐
招
提
寺

東
僧
坊
、
そ
し
て
唐
招
提
寺
弥
勒
院
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
牟
山
郷
薬
師
寺
は
、
大
和
州
山
辺
郡
牟
山
郷
に
あ
る
無
山
寺
（
本
尊
薬

師
如
来
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

照
遠
三
大
部
執
筆
後
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
所
蔵
の
唐
招
提
寺
恵
教
（
一
三
三
〇
〜
？
）『
業
疏
試
用
纂
一
上
』
の
奥
書
に
、

文
和
二
年
十
一
月
廿
七
日
。
談
義
の
読
師
、
重
海
大
徳
内
読
。
御
礼
堂
の
問
者
、
照
遠
沙
門
。
其
の
後
、
本
地
房
、
打
集
す
（
中
略
）

同
廿
八
日
夜
、
灯
下
に
於
い
て
之
を
記
し
了
わ
る
。
弥
勒
院
住
侶
恵
教
〈
生
年
廿
四
、
夏
数
五
夏
度
。〉（
文
和
二
年
十
一
月
廿
七
日
談
義

之
読
師
重
海
大
徳
内
読
御
礼
堂
之
問
者
照
遠
沙
門
。
其
後
本
地
房
打
集
〔
中
略
〕
同
廿
八
日
夜
、
於
灯
下
記
之
了
。
弥
勒
院
住
侶
恵
教
〈
生
年
廿
四

夏
数
五
夏
度
〉。）

と
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
に
唐
招
提
寺
で
開
か
れ
た
、
円
了
重
海
（
生
没
年
未
詳
、
唐
招
提
寺
第
三
十
四
世
）
を
読
師
と
す
る
談
義
に
お
い

て
、
問
者
と
し
て
出
仕
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、「
僧
宝
伝
」
に
「
康
安
年
間
、
講
席
を
招
提
寺
に
開
く
。
黒
白
の
奔
波
す
。
師
、
後
に
終
わ
る
所
を
知
ら
ず
。（
康

安
年
間
、
開
講
席
于
招
提
寺
。
黒
白
奔
波
。
師
、
後
不
知
所
終
。）」
と
、
康
安
年
間
（
一
三
六
一
〜
一
三
六
二
）
に
唐
招
提
寺
で
講
会
を
開
い
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
以
降
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
何
れ
の
資
料
も
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

以
上
、
照
遠
の
生
涯
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
末
尾
に
照
遠
の
足
跡
に
関
す
る
略
年
表
を
示
す
。

む
す
び
に
か
え
て

一
般
財
団
法
人
律
宗
戒
学
院
と
照
遠

以
上
、
粗
雑
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
照
遠
の
著
作
と
生
涯
に
関
す
る
諸
情
報
を
概
説
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
結
論
を
用
意
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
最
後
に
、
一
般
財
団
法
人
律
宗
戒
学
院
と
照
遠
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
れ
を
む
す
び
に
か
え
よ
う
と
思
う
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
八
月
九
日
、
唐
招
提
寺
は
真
言
宗
の
所
轄
を
離
れ
、
律
宗
と
し
て
の
独
立
を
果
た
し
た
。
そ
の
独
立
運
動
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や
宗
学
復
興
に
奔
走
し
た
人
物
に
、
北
川
智
毎
淼師
（
一
八
六
四
〜
一
九
四
六
、
唐
招
提
寺
第
八
十
世
）
が
い
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

智
毎
淼師
は
生
前
、
各
地
に
残
存
す
る
『
述
迹
抄
』
や
照
遠
三
大
部
の
収
集
・
書
写
に
努
め(69)、
各
種
叢
書
へ
の
収
録
を
推
薦
し
て
お
り(70)、
さ
ら

に
は
『
唐
招
提
寺
湯
屋
坊
照
遠
大
徳
年
譜
考
』
と
い
う
研
究
ノ
ー
ト
（
唐
招
提
寺
所
蔵
）
を
作
成
す
る
な
ど
、
照
遠
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を

傾
け
て
い
た
。

寺
内
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
智
毎
淼師
は
律
宗
が
独
立
し
た
明
治
三
十
三
年
、
戒
律
典
籍
の
収
集
研
究
や
徒
弟
の
養
成
を
目
的
と
し
た
、
戒
学

図
書
館
の
設
立
を
発
願
し
て
い
る
。
こ
の
所
願
は
、
山
内
塔
頭
「
戒
学
院
」
の
創
建
を
も
っ
て
果
た
さ
れ
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は

書
庫
と
寮
舎
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は
講
堂
が
戒
学
院
の
敷
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

創
建
当
時
の
戒
学
院
講
堂
と
書
庫
は
、
現
在
も
新
宝
蔵
東
側
、
御
廟
南
側
の
土
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
に
戒
学
院
を
建
立
し
た

理
由
に
つ
い
て
、
智
毎
淼師
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
に
奉
納
し
た
「
戒
学
院
講
堂
棟
札(71)」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
地
は
明
治
維
新
に
官
命
を
受
け
氏
百
に
帰
し
て
茶
畑
と
化
す
。
之
に
旧
塔
中
の
徳
恩
院
幷
び
に
湯
屋
坊
有
り
。
買
戻
せ
る
合
計
一

千
五
百
余
坪
の
中
、
徳
恩
の
旧
地
を
戒
学
院
書
庫
及
び
講
堂
建
立
の
地
に
充
て
る
。
其
の
湯
屋
坊
の
地
は
、
律
学
者
の
寮
舎
建
築
の
用

地
と
為
す
な
り
。
蓋
し
湯
屋
坊
は
照
遠
大
徳
の
建
立
な
り
。
在
り
て
梵
網
経
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
を
撰
出
す
。（
中
略
）
又
た
律
三
大
部

鈔
、
曰
わ
く
資
行
、
曰
わ
く
警
意
、
曰
わ
く
顕
縁
、
都
て
六
十
五
巻
を
撰
じ
、
盛
に
律
教
を
唱
う
。
皆
な
学
者
の
披
翫
す
る
所
と
為
る

な
り
。
後
に
宝
性
院
と
改
称
し
、
又
円
光
院
と
改
む
。
其
の
徳
恩
院
は
本
よ
り
不
動
院
と
号
す
。
恭
円
長
老
の
再
建
な
り
。
久
住
し
て

当
山
に
相
伝
す
る
声
明
の
中
興
教
授
と
為
る
な
り
。
両
院
の
地
は
、
斯
の
如
き
縁
あ
る
が
故
に
、
之
有
る
に
依
り
て
戒
学
院
と
為
す
。

（
此
地
者
明
治
維
新
受
官
命
帰
氏
百
化
茶
畑
。
有
之
旧
塔
中
徳
恩
院
幷
湯
屋
坊
。
買
戻
合
計
一
千
五
百
余
坪
之
中
、
徳
恩
旧
地
充
戒
学
院
書
庫
及
講
堂

建
立
地
。
其
湯
屋
坊
地
、
為
律
学
者
寮
舎
建
築
用
地
也
。
蓋
湯
屋
坊
者
照
遠
大
徳
建
立
。
在
撰
出
梵
網
経
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
。〔
中
略
〕
又
撰
律
三
大

部
鈔
、
曰
資
行
、
曰
警
意
、
曰
顕
縁
、
都
六
十
五
巻
、
盛
唱
律
教
。
皆
為
学
者
所
披
翫
也
。
後
改
称
宝
性
院
、
又
改
円
光
院
。
其
徳
恩
院
者
本
号
不

動
。
院
恭
円
長
老
再
建
。
久
住
為
当
山
相
伝
声
明
中
興
教
授
也
。
両
院
地
者
、
如
斯
縁
故
、
有
之
依
為
戒
学
院
。）

す
な
わ
ち
、「
寺
社
領
上
知
令
」
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
唐
招
提
寺
旧
地
を
買
い
戻
し
た
際
、
そ
の
中
に
、
唐
招
提
寺
の
学
僧
と
し
て
著
名
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な
照
遠
や
、
唐
招
提
寺
の
伝
統
声
明
を
中
興
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
泰
円
随
応
（
一
六
六
八
〜
一
七
三
八
）
に
由
縁
あ
る
旧
跡
が
含
ま
れ
て

い
た
の
で
、
両
師
の
業
績
に
あ
や
か
り
、
そ
の
土
地
に
戒
学
院
を
創
建
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
智
毎
淼師
は
照
遠
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
照
遠
の
活
躍
し
た
土
地
に
戒
学
院
の
創
建
さ
れ
た
こ
と

は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
周
知
の
通
り
、
唐
招
提
寺
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
創
建
以
来
、『
梵
網
経
』
と
道
宣
三
大
部
を
所
依
と

し
て
お
り
、
そ
の
伝
統
義
を
記
し
た
注
釈
書
と
し
て
は
、
南
北
朝
時
代
に
著
さ
れ
た
『
述
迹
抄
』
と
照
遠
三
大
部
の
み
が
、
唯
一
ま
と
ま
っ

た
形
で
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
に
、
智
毎
淼師
が
戒
学
院
の
創
建
場
所
に
照
遠
所
縁
の
土
地
を
選
ん
だ
背
景
に
は
、
照

遠
と
そ
の
著
作
を
宗
学
復
興
の
柱
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
戒
学
院
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
一
月
に
「
財
団
法
人
律
宗
戒
学
院
」
の
所
轄
と
な
り
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

四
月
に
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
二
月
の
新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
伴
い
、「
一
般
財
団
法
人
律
宗
戒
学
院
」
と
名
称
を
改
め
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
照
遠
は
南
北
朝
時
代
の
唐
招
提
寺
教
学
を
支
え
た
学
僧
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
日
の
一
般
財
団
法
人
律
宗
戒
学
院
設
立
に

も
関
わ
る
重
要
な
人
物
な
の
で
あ
る
。

注(1
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
〇
五
・
二
七
頁
・
上
段
。

(2
)
同
前
、
四
一
頁
・
下
段
。

(3
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
に
は
「
謂
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
の
「
講
」
を
採
用
し
た
。

(4
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
九
・
二
二
八
頁
・
上
段
。

(5
)
同
前
、
二
二
八
頁
・
下
段
。

(6
)
今
日
の
唐
招
提
寺
に
、『
日
本
大
蔵
経
』
収
録
本
の
底
本
と
同
一
内
容
の
写
本
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

(7
)
『
国
書
総
目
録
』
巻
七
・
四
一
九
頁
「
梵
網
経
巻
下
古
迹
記
述
迹
鈔
」（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。

(8
)
「
唐
招
提
寺
甲
本
」
は
包
紙
に
「
照
遠
大
徳
直
筆
」
と
あ
る
が
、
過
去
に
唐
招
提
寺
聖
教
を
調
査
し
た
川
瀬
一
馬
氏
は
、「
第
二
末
」
の
中
に
慶
海
に
よ

る
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

唐招提寺照遠の著作と生涯
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(9
)
徳
田
明
本
『
律
宗
文
献
目
録
』（
百
華
苑
、
一
九
七
四
年
）
五
〇
頁
。

(10
)
直
筆
本
で
あ
り
な
が
ら
十
冊
で
あ
る
点
に
疑
問
が
残
る
。
補
修
さ
れ
た
後
、
十
冊
に
改
め
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
が
、
筆
者
未
見
の
た
め
、
今

回
は
「
照
遠
大
徳
直
筆
」
の
包
紙
が
あ
る
「
唐
招
提
寺
甲
本
」
と
同
一
視
し
た
。

(11
)
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
（
一
）』（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
四
四
九
頁
。

(12
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
八
・
二
八
八
頁
・
下
段
。

(13
)
前
掲
注
（
11
）。

(14
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
九
・
一
頁
・
上
段
。

(15
)
砂
川
博
「
続
・『
太
平
記
』
と
中
世
律
僧
」（『
日
本
文
学
』
第
三
七
巻
・
第
一
〇
号
、
一
九
八
八
年
）。

(16
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
八
・
二
二
一
頁
・
上
段
。

(17
)
大
谷
由
香
「〈
散
逸
文
献
〉
凝
然
撰
『
梵
網
上
巻
古
迹
修
法
章
』
本
文
の
抽
出
復
元
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
七
巻
・
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

(18
)
伊
吹
敦
氏
は
、
散
逸
文
献
で
あ
る
道
璿
『
集
註
梵
網
経
』
の
復
元
に
際
し
て
、
こ
れ
を
引
用
す
る
『
述
迹
抄
』
に
着
目
し
て
い
る
。
伊
吹
敦
「
道
璿
撰

『
註
菩
薩
戒
経
』
佚
文
集
成
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
）。

(19
)
徳
田
明
本
『
律
宗
概
論
』（
百
華
苑
、
一
九
六
九
年
）
六
一
六
頁
。

(20
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
六
九
・
二
四
九
頁
・
下
段
〜
二
五
〇
頁
・
上
段
。

(21
)
開
元
『
過
海
大
師
東
征
伝
』「
所
将
（
中
略
）
南
山
宣
律
師
含
注
戒
本
一
巻
及
疏
。
行
事
鈔
五
本
。
羯
磨
疏
等
二
本
。」（『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻

六
九
・
一
一
頁
・
上
段
）。

(22
)
石
田
充
之
編
『
鎌
倉
仏
教
成
立
の
研
究

俊
芿
律
師

』（
法
藏
館
、
一
九
七
二
年
）
四
一
八
頁
・
上
段
。

(23
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
監
修
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』（
大
谷
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
一
二
頁
。

(24
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
〇
五
・
四
三
頁
・
下
段
。

(25
)
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』（
前
掲
注
(23
)）
二
一
頁
。

(26
)
同
前
、
三
二
八
〜
三
二
九
頁
。

(27
)
『
宝
治
二
年
将
来
律
三
大
部
配
分
状
』（
以
下
『
配
分
状
』）
で
は
、「
律
三
大
部
」
が
「
一
具
七
十
三
巻
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
道
宣
三
大
部
は

『
行
事
鈔
』
十
二
巻
、『
戒
本
疏
』
八
巻
、『
羯
磨
疏
』
八
巻
の
都
合
二
十
八
巻
よ
り
構
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
は
四
十
五
巻
の
余
剰
が
生
じ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、『
配
分
状
』
に
「
行
事
鈔
記
一
部
三
十
一
巻
」「
含
注
戒
経
疏
記
科
一
部
廿
一
巻
」「
羯
磨
経
疏
記
科
一
部
廿
一
巻
」
等
と
記
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
元
照
の
著
作
で
あ
る
『
資
持
記
』
十
六
巻
と
『
行
事
鈔
科
』
三
巻
、『
行
宗
記
』
八
巻
と
『
戒
本
疏
科
』
二
巻
、『
済
縁
記
』
八
巻
と
『
羯
磨
疏

科
』
二
巻
の
都
合
三
十
九
巻
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
残
り
六
巻
に
つ
い
て
は
、
道
宣
の
著
作
で
あ
る
『
四
分
律
比
丘
含
注
戒
本
』
三
巻
、
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『
四
分
律
刪
補
随
機
羯
磨
』
三
巻
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
叡
尊
は
『
感
身
学
正
記
』
や
『
配
分
状
』
に
お
い
て
、
道
宣
三
大
部
や
元

照
三
大
部
を
含
め
た
十
一
種
七
十
三
巻
を
「
律
三
大
部
」
と
総
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(28
)
徳
田
明
本
『
唐
招
提
寺
』（
一
九
七
三
年
、
学
生
社
）
二
一
〇
頁
。

(29
)
『
律
宗
概
論
』（
前
掲
注
(19
)）
六
一
六
〜
六
一
七
頁
。

(30
)
石
井
行
雄
「
顕
縁
抄
所
引
字
書
逸
文
類
聚
」（『
語
学
文
学
』
第
三
七
巻
、
一
九
九
九
年
）。

(31
)
『
律
宗
文
献
目
録
』（
前
掲
注
(9
)）
三
六
頁
・
下
段
。

(32
)
同
前
。

(33
)
廣
上
塔
貫
『
草
山
元
政

省
我
律
師
伝
』（
大
慈
林
僧
伽
、
一
九
九
三
年
）
九
八
〜
九
九
頁
。

(34
)
橋
本
凝
胤
解
説
「
済
縁
記
顕
縁
抄
」『
仏
書
解
説
大
辞
典

第
四
巻
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三
年
）
四
〇
頁
。

(35
)
『
律
宗
文
献
目
録
』（
前
掲
注
(9
)）
二
六
〜
二
七
頁
。

(36
)
稲
城
信
子
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
平
成
十
三
〜
十
五
年
度
科
学
研
究
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）〕
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇

〇
四
年
）
一
一
八
〜
一
一
九
頁
。

(37
)
『
律
宗
文
献
目
録
』（
前
掲
注
(9
)）
三
二
頁
・
下
段
〜
三
三
頁
・
上
段
。

(38
)
同
前
、
三
三
頁
・
上
段
。

(39
)
橋
本
凝
胤
解
説
「
四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記
警
意
抄
」『
仏
書
解
説
大
辞
典

第
四
巻
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三
年
）
二
二
二
頁
。

(40
)
『
律
宗
文
献
目
録
』（
前
掲
注
(9
)）
三
二
頁
・
下
段
〜
三
三
頁
・
上
段
。

(41
)
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
前
掲
注
(36
)）
九
五
頁
。

(42
)
同
前
、
八
九
〜
九
〇
頁
。

(43
)
『
草
山
元
政

省
我
律
師
伝
』（
前
掲
注
(33
)）
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。

(44
)
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
六
二
・
八
六
〇
頁
・
上
段
。

(45
)
橋
本
凝
胤
師
（
前
掲
注
（
34
））
が
、
東
大
寺
本
を
四
十
一
冊
と
報
告
す
る
こ
と
か
ら
、
再
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

(46
)
橋
本
凝
胤
師
（
前
掲
注
（
39
））
が
、
巻
三
下
第
二
に
相
当
す
る
と
思
し
き
「
三
下
第
三
」
の
存
在
を
報
告
す
る
こ
と
か
ら
、
再
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

(47
)
『
終
南
山
金
玉
集
』
は
外
題
で
あ
り
、
首
題
に
は
『
終
南
山
金
玉
抄
』
と
あ
る
が
、
発
見
者
の
徳
田
明
本
師
に
倣
い
、
本
稿
で
は
『
終
南
山
金
玉
集
』

と
呼
称
す
る
。

(48
)
『
律
宗
文
献
目
録
』（
前
掲
注
（
9
））
七
〇
頁
。

(49
)
楠
淳
證
他
「
共
同
研
究
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
研
究
（
3
）」（『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
九
集
、
二
〇
〇
〇
年
）。
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(50
)
『
律
宗
概
論
』（
前
掲
注
(19
)）
六
二
三
頁
。

(51
)
同
前
、
六
一
五
頁
。

(52
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
九
・
一
六
二
頁
・
上
段
。

(53
)
東
大
寺
教
学
部
編
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』（
東
大
寺
図
書
館
、
一
九
七
七
年
）
一
三
頁
・
上
段
。

(54
)
唐
招
提
寺
が
所
蔵
す
る
幸
守
（
生
没
年
未
詳
）『
行
基
菩
薩
像
』（
竹
林
寺
旧
蔵
）
の
紙
背
に
も
、「
文
永
八
年
四
月
。
勧
進
〈
比
丘
心
恵
、
比
丘
照

遠
〉。」
と
、
唯
一
房
照
遠
の
消
息
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観

第
十
二
巻

唐
招
提
寺

一
』

八
五
頁
）。

(55
)
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』（
前
掲
注
(53
)）
一
五
頁
。

(56
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
〇
五
・
二
八
四
頁
・
上
段
。

(57
)
こ
れ
ま
で
義
澄
の
生
没
年
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、『
招
提
千
歳
伝
』
を
脱
稿
し
た
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
み
が
、
そ
の
活
動
年
と

し
て
周
知
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
義
澄
は
自
身
の
師
匠
で
あ
る
長
伝
清
算
（
義
海
、
一
六
二
六
〜
一
六
八
四
、
唐
招
提
寺
第
六
十
二
世
）
伝
の
論
賛
に

お
い
て
、「
賛
曰
。
予
九
齢
時
遊
満
能
室
。（
中
略
）
其
秋
七
月
六
日
。
師
随
剃
髪
。
不
料
、
其
年
冬
師
已
示
滅
。」
と
、
自
身
が
九
歳
の
時
に
出
家
し
、

同
年
の
冬
に
清
算
が
遷
化
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
同
伝
に
は
、「
貞
享
元
年
十
月
十
四
日
戌
刻
於
能
満
院
化
。
世
寿
五
十
有
九
」
と
、
清
算
が
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
）
に
五
十
九
歳
で
遷
化
し
た
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
義
澄
の
生
年
が
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
で
あ
る
こ
と
を
確
定
で
き
る
。

ま
た
、
元
鏡
（
？
〜
一
七
八
七
）
は
『
千
歳
伝
続
録
』
の
義
澄
伝
に
お
い
て
、「
於
江
府
逝
去
。
臨
末
之
砌
、
自
誓
受
之
成
作
法
。
在
世
三
十
六
。」
と
、

義
澄
が
三
十
六
歳
で
遷
化
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
義
澄
の
没
年
は
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
あ
る
い
は
正
徳
元
年
（
一
七

一
一
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(58
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
〇
五
・
三
六
〇
頁
・
上
〜
下
段
。

(59
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
一
〇
六
・
三
二
一
頁
・
上
〜
下
段
。

(60
)
恵
谷
隆
戒
「
述
迹
抄
」『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経

第
七
十
九
巻

解
題
一
』（
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
七
年
）、
櫻
井
秀
雄
他
「
述
迹
鈔
」

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
索
引

続
律
疏
部
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）。

(61
)
『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
一
・
三
九
八
頁
・
下
段
。

(62
)
底
本
の
唐
招
提
寺
所
蔵
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
朱
字
で
「
字
宗
円
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

(63
)
恵
谷
隆
戒
氏
（
前
掲
注
(60
)）
は
「
生
年
は
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
と
も
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
確
定
的
で
は
な
い
。」

と
言
及
し
て
い
る
が
、
照
遠
の
生
年
が
一
三
〇
二
年
で
あ
る
こ
と
は
、『
述
迹
抄
』
巻
五
と
『
資
行
抄
』
巻
中
一
第
三
を
除
く
全
て
の
奥
書
か
ら
同
様
に

導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
照
遠
の
生
年
と
見
て
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。
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(64
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
八
・
二
二
二
頁
・
上
段
。

(65
)
同
前
、
二
八
八
頁
・
下
段
。

(66
)
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
巻
三
九
・
一
頁
・
上
段
。

(67
)
同
前
、
八
八
頁
・
上
段
。

(68
)
同
前
、
一
六
二
頁
・
下
段
。

(69
)
各
唐
招
提
寺
本
の
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
智
毎
淼師
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
ま
で
に
和
田
智
満
師
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
〇
、
随
心
院
第
二

十
八
世
）
所
持
の
『
資
行
抄
』
巻
上
と
西
明
寺
平
等
心
王
院
所
蔵
の
『
資
行
抄
』
巻
中
・
下
を
書
写
し
て
お
り
、
翌
年
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

ま
で
に
は
西
明
寺
平
等
心
王
院
所
蔵
の
『
警
意
抄
』
を
書
写
し
て
い
る
。

(70
)
『
律
宗
概
論
』（
前
掲
注
(19
)）
六
四
四
頁
。

(71
)
【
戒
学
院
講
堂
棟
札
・
表
面
】

一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢

諸
仏
皆
威
徳

願
主
唐
招
提
寺
長
老
京
都
壬
生
寺
兼
住
持
智
毎
淼／

(梵
）
奉
造
立
戒
学
院
講
堂
一
宇
〈
此
建
坪
四
十
三
坪
昭
和
九
年
十
二
月
一
日
〉
上
棟
為
興
隆
仏
教
律
学
不
退
法
輪
常
転
如
意
所
祈
也
／

羅
漢
皆
断
漏

以
斯
誠
実
言

願
我
常
吉
祥

幹
縁
〈
蔵
松
院
住
持
行
戒
応
量
坊
住
持
融
海
〉
工
事
主
任
〈
大
工
棟
梁
中
川
政
次

手
伝
大
杉
岩
太
郎
〉
／

【
戒
学
院
講
堂
棟
札
・
裏
面
上
部
】

火
災
銷
除
（
梵
）（
梵
）（
梵
）（
梵
）
／

(梵
）
卍

（
梵
）（
梵
）（
梵
）（
梵
）
／

福
寿
増
長
（
梵
）（
梵
）（
梵
）（
梵
）
／

【
戒
学
院
講
堂
棟
札
・
裏
面
下
部
】

夫
戒
学
院
者
為
本
宗
毘
尼
苑
復
興
紀
念
人
法
興
隆
投
自
分
所
有
之
図
書
幷
私
財
誓
所
建
立
也
此
地
者
／

明
治
維
新
受
官
命
帰
氏
百
化
茶
畑
有
之
旧
塔
中
徳
恩
院
幷
湯
屋
坊
買
戻
合
計
一
千
五
百
余
坪
之
中
徳
恩
旧
地
充
戒
学
院
書
庫
／

及
講
堂
建
立
地
其
湯
屋
坊
地
為
律
学
者
寮
舎
建
築
用
地
也
蓋
湯
屋
坊
者
照
遠
大
徳
建
立
在
撰
出
梵
網
経
古
迹
述
迹
鈔
五
巻
南
朝
／

奉
始
皇
帝
対
楠
氏
及
和
田
氏
等
山
内
余
籠
諸
士
説
経
意
授
戒
為
戦
死
者
追
福
供
養
奉
行
矣
又
撰
律
三
大
部
鈔
曰
資
行
曰
警
意
曰
顕
縁
／

都
六
十
五
巻
盛
唱
律
教
皆
為
学
者
所
披
翫
也
後
改
称
宝
性
院
又
改
円
光
院
其
徳
恩
院
者
本
号
不
動
院
恭
円
長
老
再
建
久
住
為
当
山
相
伝
声
／

明
中
興
教
授
也
両
院
地
者
如
斯
縁
故
有
之
依
為
戒
学
院
末
代
比
丘
四
人
合
乃
維
持
為
永
式
焉

智
毎
淼識
／
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【照
遠
略
年
表
】

年
齢

西

暦

元

号

月

日

俗

通

別

所

在

記

名

事

象

典

拠

1

一
三
〇
二

正
安
四

乾
元
元

生
誕

21

一
三
二
二

元
亨
二

通
受
法
に
よ
り
受
戒

「
僧
宝
伝
｣

20

「
千
歳
伝
｣

招
提
寺

「
本
朝
伝
｣

24

一
三
二
五

正
中
二

22

別
受
法
に
よ
り
受
戒

「
千
歳
伝
｣

25

一
三
二
六

嘉
暦
元

11
・
8

勢
州
大
福
寺

覚
也
の
講
会
に
参
加

『
述
迹
抄
』巻
五
奥
書

27

一
三
二
八

嘉
暦
三

6
・
3

南
都
唐
招
提
寺

覚
恵
の
講
会
に
参
加

『
述
迹
抄
』巻
五
奥
書

31

一
三
三
二

元
徳
四

2
・
5

31

10

7

渡
部
郷
王
子
谷

『
金
玉
集
』巻
二
を
脱
稿

『
金
玉
集
』巻
二
奥
書

2
・
5

31

10

7

渡
部
郷
王
子
谷

『
金
玉
集
』巻
四
を
脱
稿

『
金
玉
集
』巻
四
奥
書

正
慶
元

10
・
4

『
述
迹
抄
』巻
一
を
起
稿

『
述
迹
抄
』巻
一

10
・
18

招
提
寺

『
述
迹
抄
』五
巻
を
脱
稿

「
千
歳
伝
｣

10
・
25

『
述
迹
抄
』巻
一
を
脱
稿

『
述
迹
抄
』巻
一

10
・
27

『
述
迹
抄
』巻
二
を
起
稿

『
述
迹
抄
』巻
二

12
・
18

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面
寮

『
述
迹
抄
』巻
二
を
脱
稿

『
述
迹
抄
』巻
二
、
同
奥
書

12
・
23

『
述
迹
抄
』巻
三
を
起
稿

『
述
迹
抄
』巻
三

32

一
三
三
三

正
慶
二

2
・
6

『
述
迹
抄
』巻
四
を
起
稿

『
述
迹
抄
』巻
四

2
・
13

32

11

8

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

通
別
ヵ州二
受
比
丘
照
遠

『
述
迹
抄
』巻
三
を
脱
稿

『
述
迹
抄
』巻
三
、
同
奥
書

2
・
29

32

11

8

招
提
寺
尊
舜
坊
東
面

小
比
丘
宗
円

『
述
迹
抄
』巻
四
を
脱
稿

『
述
迹
抄
』巻
四
、
同
奥
書

3
・
1

『
述
迹
抄
』巻
五
を
起
稿

『
述
迹
抄
』巻
五
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3
・
22

33

11

8

招
提
寺

沙
門
照
遠

『
述
迹
抄
』巻
五
を
脱
稿

『
述
迹
抄
』巻
五
、
同
奥
書

38

一
三
三
九

暦
応
二

8
・

『
顕
縁
抄
』巻
一
上
第
一
を
起
稿
『
資
行
抄
』巻
下
四
末
奥
書

10
・
4

38

18

16

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

『
顕
縁
抄
』巻
一
上
第
一
を
脱
稿
『
顕
縁
抄
』巻
一
上
第
一
奥
書

10
・
22

38

18

16

唐
律
招
提
寺
之
湯
屋
坊
西
面

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
顕
縁
抄
』巻
一
上
第
二
を
脱
稿
『
顕
縁
抄
』巻
一
上
第
二
奥
書

39

一
三
四
〇

暦
応
三

2
・
16

39

18

16

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
沙
門
照
遠

『
顕
縁
抄
』巻
一
下
第
二
を
脱
稿
『
顕
縁
抄
』巻
一
下
第
二
奥
書

4
・
12

39

18

16

招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

小
比
丘
照
遠

『
顕
縁
抄
』巻
二
上
本
を
脱
稿

『
顕
縁
抄
』巻
二
上
本
奥
書

8
・
15

39

19

17

招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

照
遠

『
顕
縁
抄
』巻
二
下
第
一
を
脱
稿
『
顕
縁
抄
』巻
二
下
第
一
奥
書

40

一
三
四
一

暦
応
四

1
・
26

40

19

17

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
沙
門
照
遠

『
顕
縁
抄
』巻
三
下
第
二
を
脱
稿
『
顕
縁
抄
』巻
三
下
第
二
奥
書

10
・
25

40

20

18

唐
招
提
寺
湯
屋
坊
西
面

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
顕
縁
抄
』巻
四
下
末
を
脱
稿

『
顕
縁
抄
』巻
四
下
末
奥
書

41

一
三
四
二

暦
応
五

1
・
21

41

20

18

唐
律
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
警
意
抄
』巻
一
上
第
三
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
一
上
第
三
奥
書

康
永
元

8
・
22

41

21

19

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
警
意
抄
』巻
一
下
第
一
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
一
下
第
一
奥
書

9
・
8

招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
警
意
抄
』巻
一
下
第
二
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
一
下
第
二
奥
書

42

一
三
四
三

康
永
二

12
・
2

42

22

唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
警
意
抄
』巻
三
上
第
三
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
三
上
第
三
奥
書

43

一
三
四
四

康
永
三

8
・
29

43

23

21

東
山
内
牟
山
郷
薬
師
寺
末
房

『
警
意
抄
』巻
四
上
第
二
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
四
上
第
二
奥
書

9
・
11

43

23

21

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
警
意
抄
』巻
四
上
第
三
を
脱
稿
『
警
意
抄
』巻
四
上
第
三
奥
書

11
・
17

43

23

22

東
山
内
牟
山
郷
薬
師
寺
末
房

仏
子
照
遠

『
資
行
抄
』巻
上
一
第
一
を
脱
稿
『
資
行
抄
』巻
上
一
第
一
奥
書

44

一
三
四
五

康
永
四

2
・
10

44

23

21

山
辺
郡
牟
山
郷
薬
師
寺
僧
坊

小
比
丘
照
遠

『
資
行
抄
』巻
上
一
第
二
を
脱
稿
『
資
行
抄
』巻
上
一
第
二
奥
書

3
・
6

44

22

21

東
山
年

（
マ
マ
）山
郷
薬
師
寺

照
遠

『
資
行
抄
』巻
上
一
第
三
を
脱
稿
『
資
行
抄
』巻
上
一
第
三
奥
書

貞
和
元

11
・
21

44

24

22

大
和
洲

（
マ
マ
）山
野
辺
郡
牟
山
郷
薬

師
寺
僧
坊

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
上
二
本
を
脱
稿

『
資
行
抄
』巻
上
二
本
奥
書

12
・
16

44

24

22

大
和
州
山
野
辺
群

（
マ
マ
）牟
山
郷
薬

師
寺
僧
坊

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
上
二
末
を
脱
稿

『
資
行
抄
』巻
上
二
末
奥
書

唐招提寺照遠の著作と生涯
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45

一
三
四
六

貞
和
二

5
・
4

45

24

22

唐
招
提
寺
東
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
上
三
末
を
脱
稿

『
資
行
抄
』巻
上
三
末
奥
書

7
・
12

45

24

22

唐
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
上
四
本
を
脱
稿

『
資
行
抄
』巻
上
四
本
奥
書

46

一
三
四
七

貞
和
三

4
・
15

45

25

唐
律
招
提
寺
東
僧
坊
二
室

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
中
一
第
三
を
脱
稿
『
資
行
抄
』巻
中
一
第
三
奥
書

48

一
三
四
九

貞
和
五

8
・
28

招
提
寺
弥
勒
院

遍
学
行
沙
門
照
遠
『
資
行
抄
』巻
下
四
末
を
脱
稿

『
資
行
抄
』巻
下
四
末
奥
書

52

一
三
五
三

文
和
二

11
・
27

礼
堂

問
者
と
し
て
談
義
に
出
仕

『
業
疏
試
用
纂
一
上
』奥
書

6061

康
安
年
間
（
一
三
六
一
〜
二
）

招
提
寺
、
招
提
律
寺
、
招
提

寺

講
会
を
開
く

「
僧
宝
伝
｣、「
千
歳
伝
｣、

「
本
朝
伝
｣
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